
令和元年度

研 究 集 録
第５１号

秋田県立大館国際情報学院 中 学 校

高等学校



目 次

２目次

中学校研究集録

４～１４１．第１回指定訪問の記録（道徳科）

１５～１９２．第２回指定訪問の記録（英語科）

２０～３２３．北教育事務所長訪問の記録

３３～３８４．各教科経営反省

高等学校研究集録

４０～７１１．校内研修の記録

授業アンケート ４１～４６

研究主題・指導計画 ４７～５５

１０月２１日の授業研修 ５６～６２

各教科の成果と課題 ６３～７１

７２～８９２．法定研修の記録

初任者研修の記録 ７２～７５

中堅教諭等資質向上研修の記録 ７６～８９



中学校

研究集録

- 3 -



- 4 -



- 5 -



- 6 -



- 7 -



- 8 -



- 9 -



- 10 -



- 11 -



- 12 -



- 13 -



- 14 -



- 15 -



- 16 -



- 17 -



- 18 -



- 19 -



- 20 -



- 21 -



- 22 -



- 23 -



- 24 -



- 25 -



- 26 -



- 27 -



- 28 -



- 29 -



- 30 -



- 31 -



- 32 -



- 33 -



- 34 -



- 35 -



- 36 -



- 37 -



- 38 -



高等学校

研究集録

- 39 -



令和元年度の校内研修について

高校研究部

１．校内研修の視点
本校の教育目標である、「共生の精神をもち、主体的に力強く生きる人間の育成」の

達成を全体の研究課題として、その達成のために、
「主体的に課題を解決する力を養い、深い学びにつなげる授業改善」を目指す。

具体的な取り組みとしては
① 学習の見通しが明確になるような学習目標の提示
② 学び合いの中で学習課題を深く思考できるようにするための発問の工夫にとりく

む
の２点に各教科で取り組む。

２．校内研修の計画
① １学期の授業アンケートを実施し、生徒の各教科の授業への認識を確認する。
② 授業アンケートを元に、各教科で授業研究の課題を検討する。
③ ２学期に各教科で授業研究を実施する。
④ 指導主事の学校訪問に合わせて研究授業を実施する。
⑤ ２学期の授業アンケートで授業研究の取り組みに対する生徒の認識を確認する。
⑥ 各教科で次年度の研究の課題について検討する。

３．各教科の研究課題について
① 生徒からの授業の現状と各教科の対応について
② 各教科の授業研究の課題について
③ 授業研究の実施科目について（科目名 担当者）

４．各教科の授業研究について
９月～１０月にかけて、各教科で授業研究を実施した。
① １回目は実施科目の単元と指導計画を作成して、実施後科内で検討。
② ２回目は１０月２１日（月）の指導主事訪問時に１回目の実践と反省を基にして

国語科、地歴公民科、理科で研究授業を実施した。

- 40 -



授業アンケートの実施について
高校研究部

学期末となりました。授業アンケートにより客観的に自らの授業を振り返り、
今後の授業力向上に役立てていきましょう！！

１・２学期末、年間２回実施の予定です

「授業アンケート 「各教科【１今回のアンケート集計には２つのエクセルファイル 」、
を学期 」】

使用します。いずれも共有フォルダ内の
内にあります。「高校-分掌」→「高-研究(共有)」→「2019」→「授業アンケート」

手 順

１ アンケートの実施

職員室内中央のコンピュータ隣の
机上にアンケート用紙を印刷して
準備しますので、授業で生徒に配
付してアンケート調査を行ってく
ださい。

２ アンケート結果の入力
・共有フォルダ内のファイル を自らのパソコンにコピーする。「授業アンケート」
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・コピーした「授業アンケート」内のシート「集計【１学期 」に、アンケート１】
枚につき１行ずつ入力していく。

３ 教科集計用にデータを入力

「授業アンケー共有フォルダ内のファイル の中の自分の教科のシートに「各教科」
で集計済の集計数と各項目①～⑬の合計値を入力する。ト」

４ アンケート結果を元にした振り返り
・共有フォルダ内のファイル 内のシート「 各教科の平均値 」のそれぞ「各教科」 【 】

れの値を自らのコンピュータ内のファイル のシート「提出用「授業アンケート」
紙」の対応する

平均値の右隣に入力していく （自分の各項目が教科の平均以上であれば青，平均。
未満であれば赤に変化します）

５ アンケート集計結果の提出
① ファイル「授業アンケート」のシート する。「提出用紙」をカラーでプリント

② する。１部を 研究部 担当者の机上 に提出
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【授業・指導について】

全体 国語 地公 数学 理科 体育 芸術 英語 家庭 商業

① 授業のねらいや目標がはっきり示されている。 3.7 3.7 3.4 3.7 3.7 3.5 3.7 3.8 3.7 3.7

② 提示されるねらいや目標は、疑問を追求する形が多い。 3.4 3.5 3.4 3.5 3.6 3 3.4 3.7 3.3 3.5

③ 生徒の到達度を確認しながら授業が進められている。 3.6 3.7 3.2 3.5 3.7 3.5 3.6 3.7 3.5 3.7

④ 教材は発問に工夫があり、見やすくわかりやすい授業である。 3.6 3.7 3.5 3.5 3.6 3 3.7 3.8 3.5 3.7

⑤ 板書やプリントに工夫があり、見やすくわかりやすい授業である。 3.6 3.8 3.5 3.5 3.6 3 3.7 3.8 3.6 3.7

⑥ 私語や居眠り、起立回答などの指導がなされ、規律ある授業である。 3.5 3.7 3.4 3.5 3.5 3.4 3.6 3.7 3.5 3.6

【自分自身について】

全体 国語 地公 数学 理科 体育 芸術 英語 家庭 商業

⑦ 整理整頓、ベル着、学習用具の準備を行い、授業に臨むことができた。 3.8 3.8 3.7 3.7 3.7 3.8 3.8 3.7 3.8 3.8

⑧ 授業のねらいや目標を確認して、意欲的に授業に臨んだ。 3.5 3.6 3.4 3.5 3.6 3.5 3.7 3.5 3.4 3.6

⑨ 予習や復習に努めるなどして、疑問を見つけ、積極的に質問した。 3.1 3.4 3 3.3 3.2 2.7 3.4 3.2 2.8 3.3

⑩ 意見を出し合い、疑問を残さないように努めた。 3.3 3.5 3.4 3.3 3.4 2.8 3.5 3.3 3 3.4

⑪ 指名されたら返事をして、起立して答えた。 3.5 3.7 3.8 3.5 3.6 3 3.6 3.5 3.6 3.5

⑫ 発言するときは、語尾までしっかり答えるよう努めた。 3.6 3.7 3.7 3.6 3.6 3.1 3.7 3.6 3.6 3.6

⑬ 毎時間の終わりには、ねらいや目標を参考に達成度を確認した。 3.4 3.5 3.2 3.4 3.4 3.3 3.6 3.4 3.2 3.5

分析

令和元年度　1学期授業アンケート集計（項目別）
高校研究部

3.2
3.4
3.6
3.8
4

全体 国語 地公 数学 理科 体育 芸術 英語 家庭 商業

①授業のねらいや目標

0

2

4

全体 国語 地公 数学 理科 体育 芸術 英語 家庭 商業

② 提示されるねらいや目標は、疑問

を追求する形が多い。

2.5

3

3.5

4

全体 国語 地公 数学理科 体育 芸術 英語 家庭 商業

③ 生徒の到達度を確認しながら授業

が進められている。

0

2

4

全体 国語 地公 数学 理科 体育 芸術 英語 家庭 商業

④ 教材は発問に工夫があり、見やすくわかりやす

い授業である。

0

2

4

全体 国語 地公 数学 理科 体育 芸術 英語 家庭 商業

⑤板書やプリントに工夫があり、見やす

くわかりやすい授業である。

3.2

3.4

3.6

3.8

全体国語地公数学理科体育芸術英語家庭商業

⑥私語や居眠り、起立回答などの指導

がなされ、規律ある授業である。

3.65

3.7

3.75

3.8

3.85

全体国語地公数学理科体育芸術英語家庭商業

⑦整理整頓、ベル着、学習用具の準

備を行い、授業に臨むことができた。

3.2
3.3
3.4
3.5
3.6
3.7
3.8

全体国語地公数学理科体育芸術英語家庭商業

⑧授業のねらいや目標を確認して、

意欲的に授業に臨んだ。

0

1

2

3

4

⑨予習や復習に努めるなどして、疑問

を見つけ、積極的に質問した。

0

1

2

3

4

全体 国語地公 数学 理科体育 芸術 英語 家庭 商業

⑪指名されたら返事をして、起立して

答えた。

2.5

3

3.5

4

全体国語地公数学理科体育芸術英語家庭商業

⑫発言するときは、語尾までしっかり

答えるよう努めた。

3

3.2

3.4

3.6

3.8

全体国語地公 数学理科 体育芸術 英語家庭商業

⑬毎時間の終わりには、ねらいや目

標を参考に達成度を確認した。

0

2

4

全体 国語 地公 数学 理科 体育 芸術 英語 家庭 商業

➉意見を出し合い疑問を残さないよう努

めた
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【授業・指導について】

全体 国語 地公 数学 理科 体育 芸術 英語 家庭 商業

① 授業のねらいや目標がはっきり示されている。 3.8 3.8 3.8 3.8 3.8 3.6 3.7 3.9 3.8 3.6

② 提示されるねらいや目標は、疑問を追求する形が多い。 3.5 3.6 3.7 3.5 3.6 3.2 3.5 3.9 3.4 3.4

③ 生徒の到達度を確認しながら授業が進められている。 3.7 3.7 3.6 3.7 3.7 3.5 3.8 3.9 3.5 3.7

④ 教材は発問に工夫があり、見やすくわかりやすい授業である。 3.7 3.7 3.7 3.7 3.7 3.4 3.7 3.9 3.6 3.7

⑤ 板書やプリントに工夫があり、見やすくわかりやすい授業である。 3.7 3.7 3.7 3.7 3.7 3.3 3.8 3.9 3.7 3.7

⑥ 私語や居眠り、起立回答などの指導がなされ、規律ある授業である。 3.7 3.7 3.7 3.6 3.6 3.6 3.7 4 3.7 3.6

【自分自身について】

全体 国語 地公 数学 理科 体育 芸術 英語 家庭 商業

⑦ 整理整頓、ベル着、学習用具の準備を行い、授業に臨むことができた。 3.7 3.8 3.8 3.7 3.7 3.8 3.8 3.7 3.7 3.7

⑧ 授業のねらいや目標を確認して、意欲的に授業に臨んだ。 3.6 3.5 3.6 3.6 3.6 3.6 3.7 3.8 3.5 3.6

⑨ 予習や復習に努めるなどして、疑問を見つけ、積極的に質問した。 3.3 3.5 3.3 3.3 3.3 3.3 3.5 3.4 3.1 3.3

⑩ 意見を出し合い、疑問を残さないように努めた。 3.4 3.4 3.5 3.4 3.4 3.4 3.6 3.4 3.4 3.4

⑪ 指名されたら返事をして、起立して答えた。 3.6 3.6 3.7 3.5 3.5 3.5 3.6 3.7 3.7 3.5

⑫ 発言するときは、語尾までしっかり答えるよう努めた。 3.6 3.6 3.6 3.6 3.6 3.5 3.6 3.5 3.7 3.5

⑬ 毎時間の終わりには、ねらいや目標を参考に達成度を確認した。 3.5 3.5 3.5 3.5 3.4 3.5 3.6 3.5 3.4 3.5

分析

令和元年度2学期授業アンケート集計（項目別）
高校研究部

3.4

3.6

3.8

4

全体 国語 地公 数学 理科 体育 芸術 英語 家庭 商業

①授業のねらいや目標

0

2

4

6

全体 国語 地公 数学 理科 体育 芸術 英語 家庭 商業

② 提示されるねらいや目標は、疑問

を追求する形が多い。

3

3.5

4

全体 国語 地公 数学理科 体育 芸術 英語 家庭 商業

③ 生徒の到達度を確認しながら授業

が進められている。

3

3.5

4

全体 国語 地公 数学 理科 体育 芸術 英語 家庭 商業

④ 教材は発問に工夫があり、見やすくわかりやす

い授業である。

3

3.5

4

全体 国語地公 数学 理科 体育 芸術英語 家庭 商業

⑤板書やプリントに工夫があり、見やす

くわかりやすい授業である。

3

3.5

4

4.5

全体国語地公数学理科体育芸術英語家庭商業

⑥私語や居眠り、起立回答などの指導

がなされ、規律ある授業である。

3.65

3.7

3.75

3.8

3.85

全体国語地公数学理科体育芸術英語家庭商業

⑦整理整頓、ベル着、学習用具の準

備を行い、授業に臨むことができた。

3.3
3.4
3.5
3.6
3.7
3.8
3.9

全体国語地公数学理科体育芸術英語家庭商業

⑧授業のねらいや目標を確認して、

意欲的に授業に臨んだ。

2.8

3

3.2

3.4

3.6

⑨予習や復習に努めるなどして、疑問

を見つけ、積極的に質問した。

3.4

3.5

3.6

3.7

3.8

全体国語地公数学理科体育芸術英語家庭商業

⑪指名されたら返事をして、起立して

答えた。

3.4
3.5

3.6
3.7
3.8

全体国語地公数学理科体育芸術英語家庭商業

⑫発言するときは、語尾までしっかり

答えるよう努めた。

3.3

3.4

3.5

3.6

3.7

全体国語地公 数学理科 体育芸術 英語家庭商業

⑬毎時間の終わりには、ねらいや目

標を参考に達成度を確認した。

3.2

3.4

3.6

3.8

全体 国語地公 数学理科 体育芸術 英語家庭 商業

➉意見を出し合い疑問を残さないよう努

めた
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【授業・指導について】

1学期 2学期 1学期 2学期 1学期 2学期 1学期 2学期 1学期 2学期 1学期 2学期 1学期 2学期 1学期 2学期 1学期 2学期 1学期 2学期

① 授業のねらいや目標の明示 3.7 3.8 3.7 3.8 3.4 3.8 3.7 3.8 3.7 3.8 3.5 3.6 3.7 3.7 3.8 3.9 3.7 3.8 3.7 3.6

② ねらいや目標は、疑問を追究 3.4 3.6 3.5 3.6 3.4 3.7 3.5 3.5 3.6 3.6 3 3.2 3.4 3.5 3.7 3.9 3.3 3.4 3.5 3.4

③ 到達度を確認した授業展開 3.6 3.7 3.7 3.7 3.2 3.6 3.5 3.7 3.7 3.7 3.5 3.5 3.6 3.8 3.7 3.9 3.5 3.6 3.7 3.7

④ 発問の工夫と授業の視覚化 3.6 3.7 3.7 3.7 3.5 3.7 3.5 3.7 3.6 3.7 3 3.4 3.7 3.7 3.8 3.9 3.5 3.7 3.7 3.7

⑤ 板書やプリントの工夫と視覚化された授業 3.6 3.7 3.8 3.7 3.5 3.7 3.5 3.7 3.6 3.7 3 3.3 3.7 3.8 3.8 3.9 3.6 3.7 3.7 3.7

⑥ 授業規律が確立された授業 3.5 3.7 3.7 3.7 3.4 3.7 3.5 3.6 3.5 3.6 3.4 3.6 3.6 3.7 3.7 4 3.5 3.7 3.6 3.6

商業

授業アンケート比較

全体 国語 地公 数学 理科 体育 芸術 英語 家庭
項目

3.2

3.3

3.4

3.5

3.6

3.7

3.8

授業のねらいや

目標の明示 

ねらいや目標は、

疑問を追究 

到達度を確認した

授業展開 

発問の工夫と授

業の視覚化 

板書やプリントの

工夫と視覚化され

た授業 

授業規律が確立

された授業 

全体 

1学期 

2学期 
3.35

3.4
3.45

3.5
3.55

3.6
3.65

3.7
3.75

3.8

① 授業のねら

いや目標の明

示 

② ねらいや目

標は、疑問を追

究 

③ 到達度を確

認した授業展開 

④ 発問の工夫

と授業の視覚化 

⑤ 板書やプリン

トの工夫と視覚

化された授業 

⑥ 授業規律が

確立された授業 

国語 

1学期 

2学期 2.8

3

3.2

3.4

3.6

3.8

① 授業のねらい

や目標の明示 

② ねらいや目標

は、疑問を追究 

③ 到達度を確認

した授業展開 

④ 発問の工夫と

授業の視覚化 

⑤ 板書やプリント

の工夫と視覚化

された授業 

⑥ 授業規律が確

立された授業 

地歴・公民 
 

1学期 

2学期 

3.35
3.4

3.45
3.5

3.55
3.6

3.65
3.7

3.75
3.8

① 授業のねらい

や目標の明示 

② ねらいや目標

は、疑問を追究 

③ 到達度を確認

した授業展開 

④ 発問の工夫と

授業の視覚化 

⑤ 板書やプリント

の工夫と視覚化さ

れた授業 

⑥ 授業規律が確

立された授業 

数学 

1学期 

2学期 
3.35

3.4
3.45

3.5
3.55

3.6
3.65

3.7
3.75

3.8

① 授業のねらい

や目標の明示 

② ねらいや目標

は、疑問を追究 

③ 到達度を確認

した授業展開 

④ 発問の工夫と

授業の視覚化 

⑤ 板書やプリン

トの工夫と視覚

化された授業 

⑥ 授業規律が

確立された授業 

理科 

1学期 

2学期 
0

0.5
1

1.5
2

2.5
3

3.5
4

① 授業のねらい

や目標の明示 

② ねらいや目標

は、疑問を追究 

③ 到達度を確認

した授業展開 

④ 発問の工夫と

授業の視覚化 

⑤ 板書やプリント

の工夫と視覚化

された授業 

⑥ 授業規律が確

立された授業 

体育 

1学期 

2学期 

3.2

3.3

3.4

3.5

3.6

3.7

3.8

① 授業のねらい

や目標の明示 

② ねらいや目標

は、疑問を追究 

③ 到達度を確認

した授業展開 

④ 発問の工夫と

授業の視覚化 

⑤ 板書やプリント

の工夫と視覚化さ

れた授業 

⑥ 授業規律が確

立された授業 

芸術 

1学期 

2学期 
3.55

3.6
3.65

3.7
3.75

3.8
3.85

3.9
3.95

4

① 授業のねらい

や目標の明示 

② ねらいや目標

は、疑問を追究 

③ 到達度を確認

した授業展開 

④ 発問の工夫と

授業の視覚化 

⑤ 板書やプリン

トの工夫と視覚

化された授業 

⑥ 授業規律が

確立された授業 

英語 

1学期 

2学期 

3
3.1
3.2
3.3
3.4
3.5
3.6
3.7
3.8

① 授業のねらい

や目標の明示 

② ねらいや目標

は、疑問を追究 

③ 到達度を確認

した授業展開 

④ 発問の工夫と

授業の視覚化 

⑤ 板書やプリン

トの工夫と視覚

化された授業 

⑥ 授業規律が確

立された授業 

家庭 

1学期 

2学期 

3.25
3.3

3.35
3.4

3.45
3.5

3.55
3.6

3.65
3.7

① 授業のねらい

や目標の明示 

② ねらいや目標

は、疑問を追究 

③ 到達度を確認

した授業展開 

④ 発問の工夫と

授業の視覚化 

⑤ 板書やプリント

の工夫と視覚化さ

れた授業 

⑥ 授業規律が確

立された授業 

商業 

1学期 

2学期 
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【自分自身について】

1学期 2学期 1学期 2学期 1学期 2学期 1学期 2学期 1学期 2学期 1学期 2学期 1学期 2学期 1学期 2学期 1学期 2学期 1学期 2学期

⑦ 授業前の準備ができている 3.8 3.8 3.8 3.8 3.7 3.8 3.7 3.7 3.7 3.7 3.8 3.8 3.8 3.8 3.7 3.7 3.8 3.7 3.8 3.8

⑧ ねらいや目標を確認して、意欲的に授業に臨む 3.5 3.6 3.6 3.5 3.4 3.6 3.5 3.6 3.6 3.6 3.5 3.6 3.7 3.7 3.5 3.8 3.4 3.5 3.6 3.6

⑨ 予習や復習に努め疑問を見つけて積極的に質問。 3.1 3.4 3.4 3.5 3 3.3 3.3 3.3 3.2 3.3 2.7 3.3 3.4 3.5 3.2 3.4 2.8 3.1 3.3 3.4

⑩ 意見を出し合い、疑問を残さぬように努めた。 3.3 3.4 3.5 3.4 3.4 3.5 3.3 3.4 3.4 3.4 2.8 3.4 3.5 3.6 3.3 3.4 3 3.4 3.4 3.4

⑪ 指名時には返事をして、起立して返答 3.5 3.6 3.7 3.6 3.8 3.7 3.5 3.5 3.6 3.5 3 3.5 3.6 3.6 3.5 3.7 3.6 3.7 3.5 3.6

⑫ 発言は語尾まで明瞭に返答するよう努めた。 3.6 3.6 3.7 3.6 3.7 3.6 3.6 3.6 3.6 3.6 3.1 3.5 3.7 3.6 3.6 3.5 3.6 3.7 3.6 3.6

⑬ 毎時間の終わりに達成度を確認 3.4 3.5 3.5 3.5 3.2 3.5 3.4 3.5 3.4 3.4 3.3 3.5 3.6 3.6 3.4 3.5 3.2 3.4 3.5 3.5

英語 家庭 商業

授業アンケート通年比較

項目

全体 国語 地公 数学 理科 体育 芸術

0
0.5

1
1.5

2
2.5

3
3.5

4

授業前の準備が

できている 

ねらいや目標を確

認して、意欲的に

授業に臨む 

予習や復習に努

め疑問を見つけて

積極的に質問。 

意見を出し合い、

疑問を残さぬよう

に努めた。 

指名時には返事

をして、起立して

返答 

発言は語尾まで

明瞭に返答するよ

う努めた。 

毎時間の終わりに

達成度を確認 

全体 

1学期 

2学期 

3.2

3.3

3.4

3.5

3.6

3.7

3.8

⑦ 授業前の準備がで

きている 

⑧ ねらいや目標を確

認して、意欲的に授業

に臨む 

⑨ 予習や復習に努め

疑問を見つけて積極

的に質問。 

⑩ 意見を出し合い、

疑問を残さぬように努

めた。 

⑪ 指名時には返事を

して、起立して返答 

⑫ 発言は語尾まで明

瞭に返答するよう努め

た。 

⑬ 毎時間の終わりに

達成度を確認 

国語 

1学期 

2学期 
0

0.5
1

1.5
2

2.5
3

3.5
4

⑦ 授業前の準備

ができている 

⑧ ねらいや目標を

確認して、意欲的

に授業に臨む 

⑨ 予習や復習に

努め疑問を見つけ

て積極的に質問。 

⑩ 意見を出し合

い、疑問を残さぬよ

うに努めた。 

⑪ 指名時には返

事をして、起立して

返答 

⑫ 発言は語尾まで

明瞭に返答するよ

う努めた。 

⑬ 毎時間の終わり

に達成度を確認 

地歴・公民 
 

1学期 

2学期 

3.1

3.2

3.3

3.4

3.5

3.6

3.7

⑦ 授業前の準備

ができている 

⑧ ねらいや目標

を確認して、意欲

的に授業に臨む 

⑨ 予習や復習に

努め疑問を見つ

けて積極的に… 

⑩ 意見を出し合

い、疑問を残さぬ

ように努めた。 

⑪ 指名時には返

事をして、起立し

て返答 

⑫ 発言は語尾ま

で明瞭に返答す

るよう努めた。 

⑬ 毎時間の終わ

りに達成度を確認 

数学 

1学期 

2学期 

2.9
3

3.1
3.2
3.3
3.4
3.5
3.6
3.7

⑦ 授業前の準備

ができている 

⑧ ねらいや目標

を確認して、意欲

的に授業に臨む 

⑨ 予習や復習に

努め疑問を見つけ

て積極的に質問。 

⑩ 意見を出し合

い、疑問を残さぬ

ように努めた。 

⑪ 指名時には返

事をして、起立し

て返答 

⑫ 発言は語尾ま

で明瞭に返答する

よう努めた。 

⑬ 毎時間の終わ

りに達成度を確認 

理科 

1学期 

2学期 
0

0.5
1

1.5
2

2.5
3

3.5
4

⑦ 授業前の準備がで

きている 

⑧ ねらいや目標を確

認して、意欲的に授業

に臨む 

⑨ 予習や復習に努め

疑問を見つけて積極

的に質問。 

⑩ 意見を出し合い、疑

問を残さぬように努め

た。 

⑪ 指名時には返事を

して、起立して返答 

⑫ 発言は語尾まで明

瞭に返答するよう努め

た。 

⑬ 毎時間の終わりに

達成度を確認 

体育 

1学期 

2学期 
3.2

3.3

3.4

3.5

3.6

3.7

3.8

⑦ 授業前の準備

ができている 

⑧ ねらいや目標を

確認して、意欲的

に授業に臨む 

⑨ 予習や復習に

努め疑問を見つけ

て積極的に質問。 

⑩ 意見を出し合

い、疑問を残さぬ

ように努めた。 

⑪ 指名時には返

事をして、起立して

返答 

⑫ 発言は語尾ま

で明瞭に返答する

よう努めた。 

⑬ 毎時間の終わり

に達成度を確認 

芸術 

1学期 

2学期 

2.9
3

3.1
3.2
3.3
3.4
3.5
3.6
3.7
3.8

⑦ 授業前の準備がで

きている 

⑧ ねらいや目標を確

認して、意欲的に授

業に臨む 

⑨ 予習や復習に努め

疑問を見つけて積極

的に質問。 

⑩ 意見を出し合い、

疑問を残さぬように努

めた。 

⑪ 指名時には返事を

して、起立して返答 

⑫ 発言は語尾まで明

瞭に返答するよう努

めた。 

⑬ 毎時間の終わりに

達成度を確認 

英語 

1学期 

2学期 
0

0.5
1

1.5
2

2.5
3

3.5
4

⑦ 授業前の準備

ができている 

⑧ ねらいや目標を

確認して、意欲的

に授業に臨む 

⑨ 予習や復習に

努め疑問を見つけ

て積極的に質問。 

⑩ 意見を出し合

い、疑問を残さぬ

ように努めた。 

⑪ 指名時には返

事をして、起立して

返答 

⑫ 発言は語尾ま

で明瞭に返答する

よう努めた。 

⑬ 毎時間の終わ

りに達成度を確認 

家庭 

1学期 

2学期 

3
3.1
3.2
3.3
3.4
3.5
3.6
3.7
3.8

⑦ 授業前の準備

ができている 

⑧ ねらいや目標

を確認して、意欲

的に授業に臨む 

⑨ 予習や復習に

努め疑問を見つ

けて積極的に… 

⑩ 意見を出し合

い、疑問を残さぬ

ように努めた。 

⑪ 指名時には返

事をして、起立し

て返答 

⑫ 発言は語尾ま

で明瞭に返答す

るよう努めた。 

⑬ 毎時間の終わ

りに達成度を確

認 

商業 

1学期 

2学期 
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各教科の研究主題

国語科

① 授業アンケートの分析 全体的に見たときにやや評価が低かったのが、②「提示

されるねらいや目標は疑問を追求する形が多い」の項目で

あった。古典分野等においては、古文・漢文の内容を正しく読み取った上での読解（疑

問の追求）が必要なため、知識の定着や正確な読み取りが必要な場面もあり、このよう

な結果になったと考えられる。また、全体集計には現れてこないが、現代文よりも古典

の方が評価が低い傾向にあり、生徒の興味関心の低さも表れていると考えられる。

② 授業アンケートを基にした授業の改善プラン

・基礎学力の定着のため、ふりかえりをより一層充実させる。

・生徒の実態をよく理解した上で教材を精選する。

・古典分野への興味関心を喚起するべく教材を工夫する。

③ 授業の研究課題

個々の思考を話し合い等によって共有することで深め、客観化させることを目指す。

地歴公民科

① 授業アンケートの分析

「生徒の到達度を確認しながら授業が進められている」という項目の評価が低い。

② 授業アンケートを基にした授業の改善プラン

振り返りを重視した授業を展開する。

③ 授業の研究課題

授業における効果的な振り返りの工夫
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数学科

① 授業アンケートの分析 「授業・指導」の各項目については生徒の成績状況から考

えるともう少し評価が低くなってもおかしくない。数値上

昇と成績向上を目指したい。

「自分自身について」の疑問を残さないように努めたの数値がもっとも低いので、授業

中に解決できる雰囲気作りを心掛けたい。

② 授業アンケートを基にした授業の改善プラン

・基礎・基本の徹底

・質問しやすい、相談しやすい雰囲気作り

・振り返り学習の充実 (各授業ごと・単元ごと)

・家庭学習の必要性を持たせる

③ 授業の研究課題

学び合いと振り返りによる課題解決型の授業

理科

① 授業アンケートの分析

目標の提示、到達度の確認など概ね良好（３．６～３．７）だが、自ら学習に向かう

姿勢（予習復習３．２、意見を出し合う３．４）に課題がある。

② 授業アンケートを基にした授業の改善プラン

生徒同士の活動の場を工夫し、より主体的により深く学び理解することを目指す。

③ 授業の研究課題

より主体的な深い学びにつながる生徒同士の活動の場の工夫
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保健体育科

① 授業アンケートの分析

教科の特性もあるかとは思うが、他教科と比較すると全体的に数値が低く表れており

ねらいや目標、発問、教材等に工夫の必要性を感じる。

② 授業アンケートを基にした授業の改善プラン

これから球技選択の授業に入るに当たり、各活動場所にホワイトボードを設置し、本

時の目標を提示する。また、グループ活動の場面を作り、どのような活動をすれば目標

達成に近づけるか等の発問をすることで生徒が自ら主体的に課題解決に向けて運動する

ことができるようにする。

③ 授業の研究課題

生徒が主体的、且つ意欲的に活動できる授業の工夫

英語科

① 授業アンケートの分析

、 。・ねらいや目標を明示する点においてはよいが 疑問追求の形にする点で不十分である

また、到達度を確認した授業展開が十分にできていない。発問の工夫や、板書やプリ

ントの工夫、授業の視覚化に関してはある程度の評価だったので今後もさらに見やす

い工夫・発問の工夫を研究していきたい。

② 授業アンケートを基にした授業の改善プラン

・ねらいや目標提示に関しては、自分の考えを表現する言語活動においては、疑問追

。 。求の形にしづらい点がある 文法・表現等の知識を学習する際には心がけていきたい

③ 授業の研究課題

プレゼンやディベートをするために、英語での発話を促す効果的な指導の工夫はどう

あればよいか。
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家庭科

① 授業アンケートの分析

アンケートの⑦⑪⑫は、比較的高い評価であったが、③⑥

⑧⑨⑪は、他教科や例年よりも低い。

② 授業アンケートを基にした授業の改善プラン

学習目標の提示はしているが、到達度や達成度の確認をあまり行っていなかったため、

毎時間実施する。学習目標の内容の工夫も必要である。

③ 授業の研究課題

学習意欲を引き出す学習目標の提示と到達度を確認する振り返りの工夫

商業科

① 授業アンケートの分析

一方的な授業にならないように注意しているが、アンケート結果から「疑問を追求す

る」、思考を促す展開が少ないことがわかった。

② 授業アンケートを基にした授業の改善プラン

・思考を問う場面の設定

・話し合いをしやすい環境作り

③ 授業の研究課題

生徒が主体的に「考える」授業展開
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各教科の単元指導計画

国語科

授業者名 柴田 陽子

教科（科目）名 教科 国語 科目 古典Ｂ

授業クラス名 ２年 Ａ組 文系 教室 １０月７日 ３校時

単 元 名 「門出 （更級日記） 時数（５／５） 時間」
（時間数）

・平安時代の日記文学の概要を理解する。
単元の指導目標 ・語句・文法事項を確認しながら正しく読み取る。

・この文章からうかがえる作者の思いを読み取る。

・平安時代の女流日記文学の概要を確認する ・・・１時間。
単元の指導計画 ・語句や文法を確認しながら全体を読解する ・・・３時間。
（指導項目） ・この文章からうかがえる作者の思いについて、話し合いを

もとにまとめる。 ・・・１時間（本時）

地歴公民科

授業者名 佐 藤 敦 史

教科（科目）名 教科 公民 科目 現代社会

授業クラス名 １ 年 組 教室 ９月２５日(水)６校時C

単 元 名 第１節 民主政治の基本原理
（時間数） ９ 人権と法を守る裁判所 時数 ２ 時間

民主政治の基本原理を理解するとともに、司法の役割と法の機
単元の指導目標 能、人権保障とその問題点（死刑制度）について考えることがで

きる。

・司法権の独立と裁判所の身分保障、裁判のしくみ （１時間）
単元の指導計画
（指導項目） ・法律にもとづき、裁判する司法権（１時間）

本時 ２／２
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数学科

授業者名 石 崎 諒

A教科（科目）名 教科 数学 科目 数学

授業クラス名 １年 組 習熟度別 教室 ９ 月 ２５日 ３校時ABC （ ）

単 元 名 数学 場合の数 時数 （１３／１５ 時間）A
（時間数）

単元の指導目標 最短経路の本数を求めることができる。

１．集合とその要素の個数・・・・２時間
単元の指導計画 ２．場合の数・・・・・・・・・・４時間
（指導項目） ３．順列・・・・・・・・・・・・４時間

４．組合せ・・・・・・・・・・・４時間（３／４ 時間）
５．補充問題・・・・・・・・・・１時間

本時 １３／１５時間

理科

授業者名 奈良 紳也

教科（科目）名 教科 理科 科目 化学基礎

授業クラス名 １ 年 Ｅ 組 教室 ９月１３日 ４校時

単 元 名 物質量 時数 ５ 時間
（時間数）

、 、 。単元の指導目標 物質量と粒子数 質量 気体の体積との関係について理解させる

１ アボガドロ数と物質量
単元の指導計画 ２ 物質量と質量（本時）
（指導項目） ３ 物質量と気体の体積

４ 溶液の濃度
５ 溶解度 本時 ２／５
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保健体育科

授業者名 金 野 拓 真

教科（科目）名 教科 保健体育 科目 体育

授業クラス名 ３年 Ｃ組 第一体育館 ９月 ２５日 ４校時

単 元 名 球技「ネット型 （バレーボール） 時数 １０ 時間」
（時間数）

（１）役割に応じたボール操作や安定した用具の操作と連携した
単元の指導目標 動きによって空いた場所をめぐる攻防をすること。

（２）生涯にわたって運動を豊かに継続するためチームや自己の
課題を発見し、合理的、計画的な解決に向けて取り組み方
を工夫するとともに、自己やチームの考えたことを他者に
伝えること。

（３）球技に主体的に取り組むとともに、フェアなプレイを大切
にしようとすること、合意形成に貢献しようとすること、
一人一人の違いに応じたプレイなどを大切にしようとする
こと、互いに助け合い高め合おうとすることなどや、健康
・安全を確保すること。

(時間)
単元の指導計画 ①オリエンテーション
（指導項目） ②簡易ゲーム

③パス、サーブ、簡易ゲーム
④パス、サーブ、簡易ゲーム
⑤スパイク、ブロック、簡易ゲーム
⑥守備フォーメーション簡易ゲーム
⑦攻撃フォーメーション簡易ゲーム
⑧まとめのゲーム
⑨まとめのゲーム
⑩まとめのゲーム、振り返り

本時 ３／１０
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英語科

授業者名 加賀谷 達子

教科（科目）名 教科 英語 科目 コミュニケーション英語Ⅱ

授業クラス名 ２ 年 組 教室 ９月１３日 ５ 校時A

単 元 名 時数 時間Lesson 3 Saint Bernard Dogs 13
（時間数）

・セントバーナード犬の救助犬としての歴史を理解する。
単元の指導目標 ・受動態の分詞構文、完了形の分詞構文を含む文を読んで意味を

理解する。

・導入
単元の指導計画 ・各 新出語句確認、内容把握、表現活動part
（指導項目） ・受動態の分詞構文の解説とその表現活動

・完了形の分詞構文の解説とその表現活動
・練習問題
・ に紹介する文「大館の誇りに思うこと」をまとめるALT

本時 １３ ／１３

家庭科

授業者名 能島 直美

教科（科目）名 教科 家庭科 科目 家庭基礎

授業クラス名 １ 年 Ｄ 組 教室 ９月２６日 １校時

単 元 名 第 章 経済生活を営む 時数 ５ 時間8
（時間数）

（１）生活の基盤となる家計管理の重要性を認識する。
単元の指導目標 （２）契約や消費者信用、多重債務問題などを学習し、消費者と

して適切な判断ができるようにする。
（３）大量消費から環境負荷の少ないライフスタイルへの転換を

考え、持続可能な生活ができるようにする。

（１）計画的に使う ２
単元の指導計画 （２）現代の消費生活 ２
（指導項目） （３）これからの消費生活と環境 １ 本時 ３ ／ ５
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商業科

授業者名 中嶋 忠宗

教科（科目）名 教科 商業 科目 マーケティング

授業クラス名 ２年 ＤＥ組 教室 ９月１８日 ４校時

単 元 名 第６章 仕入計画と商品管理 時数（３／８時間）
（時間数） 第１節 仕入計画

単元の指導目標 ２系統６種類の仕入方法の特徴を理解することができる。

第１節 仕入計画
単元の指導計画 １ 仕入計画の意味 １時間
（指導項目） ２ 仕入計画の手順 １時間

３ 仕入計画の内容 １時間（１／１時間）
第２節 商品管理
１ 商品管理の意味 １時間
２ 在庫管理 ２時間
３ 商品の物的管理 ２時間 本時 ３／８時間
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１０月２１日の授業研究について
高校研究部

１ 研究の目的
①学習の見通しが明確になるような学習目標の提示
②学び合いの中で学習課題を深く思考できるようにするための発問の工夫
の２点に各教科で取り組む。

各教科で提出いただいた研究主題も基本的にこの２つの取り組みに関わるものでした
ので、各教科での授業改善への取り組みをお願いします。

２ 授業研究について

研究授業①
１０月２１日（月） ６校時 （１４：１５～１５：０５）

国語(古 典Ｂ)授業者 柴 田 陽 子 クラス ２年Ａ組（国際・人文コース）
公民(現代社会)授業者 佐 藤 敦 史 クラス １年Ｂ組
理科(物 理 )授業者 小 野 耕 右 クラス ３年ＡＣ組（理数コース ）

※参観は全職員 参加一覧を参照して下さい
参観者は、授業参観カードなどを利用して、授業の観察・分析をお願いします。

授業研修会②
１０月２１日（月）１５：１５～１６：００（４５分） 会議室

※会議室を職員玄関側から国語・公民・理科の３会場に区分けする
※研修会終了後 全体協議を行うので速やかに椅子・机を復元する

授業研修の方法はワークショップ形式
検討の視点 授業の展開について

① 研究目標への取り組みはどうであったか
② 教科の研究主題に基づく授業展開であったか

検討会の進行
① 各授業（国語・公民・理科）の参観者は、それぞれ自分の参観した授業の

研修会に参加する
② 会議室を３つに分割して、各机を授業ごとのワークショップスペースに分

けて設置する。
③ 進行役・記録者・報告者は各スペースで選ぶ。
④ 研修の進行

( )授業者から授業の主題・配慮事項・授業の反省を聞く。 （５分）1
( )検討の視点の項目①②の、Ａ良かった点 Ｂ改善を要する点の討議（２５分）2
( )各スペースの討議のまとめを行う（教科主任） （ ５分）3
( )助言者に指導をお願いする （１０分）4

各ワークショップスペースに記録をお願いする
各教科で( )～( )の集約を記録する。1 4

ワークショップの進め方
( ) 各テーブルで参加者が授業について気付いたこと（良かった点＝青、改善1

点＝赤）を付箋紙に各３つずつ記述
( ) 模造紙(視点の項目ごとにＡＢにスペースが設定）に各自が説明しながら2

付箋紙を貼り付ける
( ) 進行役が中心になり、付箋紙をグルーピングする。3
( ) 話し合いをまとめる4
( ) 各テーブルの代表者が発表する5

- 56 -



国語科学習指導案

                                        実施日時：令和元年 10 月 21 日（月）６校時

                              場所：２年Ａ組教室

                              対象：２年Ａ組文系

授業者：柴田 陽子

教科書：新探求古典Ｂ 漢文編（桐原書店）

１ 単元名  漢文を読解し鑑賞する力を養う。（「春夜宴桃李園序」李白）

２ 単元の目標

・四六駢儷文特有のリズムを読み味わい、表現の特徴を理解する。（知識・理解）

・文章の内容を正しく読み取り、李白の人生観をまとめる。（読む能力）【指導事項のウ】

・漢文の鑑賞を通して、人間や自然に対するものの見方、考え方や日本の文学への影響について

関心を高める。（関心・意欲・態度）

３ 単元観

「春夜宴桃李園序」は駢儷文として名高い文章であり、まとまった分量の本格的な漢文を読解し鑑

賞する力を養うためにふさわしい教材と考えた。また、駢儷文はリズミカルかつ華麗な文章であるた

め、その名句は日本の文学作品等にも多く引用されており、漢文が日本文学に与えた影響について考

えることを通して、漢文を学ぶ意義についても気付かせてくれる教材として最適だと考えている。

４ 生徒観

  
男子３名、女子１１名の文系クラスである。真面目に授業に取り組む生徒が多く、国語への関

心も高い。一方で、漢文には苦手意識を持っている生徒が多い。本単元では、特有のリズム感の

ある駢儷文を読むことで漢文の魅力に気付いてもらいたい。

５ 単元計画（総時間数４時間）

・駢儷文の特徴について理解し、四六駢儷文特有のリズムを味わいながら音読する。(1/4)
・語句や句法を確認しながら全体を読解する。(2/4)
・この文章からうかがえる李白の人生観について、話し合いをもとにしてまとめる。(3/4)本時

・この文章に影響を受けた日本の文学作品と比較し、気づいた点についてまとめる。(4/4)

６ 単元の評価規準

関心・意欲・態度 読む能力 知識・理解

駢儷文特有のリズムを味わう

とともに、漢文の鑑賞を通して

日本の文学への影響等について

理解しようとしている。

漢文を正しく読解し、文章を

もとに李白の人生観について考

え、理解している。

四六駢儷文の表現の特徴に

ついて正しく理解している。

７ 本時の学習（３／４時間）

(1)  ねらい 話し合いを通して、作品に表れた筆者の考え方について理解を深めることができ

るようになる。
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(2)  学習過程

学習活動 指導上の留意点 評  価

導

入

・前時までの内容をふりか

えり、本時の目標を確認す

る。

・前時までの内容を口頭で確認させ

る。

・本時の目標を板書し、プリントを配

付する。

展

開

・一文ずつ音読する。

【問】本文をもとに、李白

の人生観について考えて

みよう。

・個人で考えた後でグルー

プになり、意見を交わす。

・班員を替えたグループ２

で改めて意見を交わす。

・もとのグループに戻り、

新たな意見を踏まえて班

としての考えをまとめる。

・班ごとに発表する。

・四六文のリズムを意識しながら音

読するよう指示する。

・グループになった際に伝えやすいよ

う、あくまで本文の表現を根拠に自分

の考えを記入するよう促す。

・読みを深めるための話し合いがで

きるよう、グループの状況に応じて

助言する。

・自らのグループの意見について責任

をもって説明するよう促す。

・李白の人生観につい

て本文の表現を根拠に

考え、まとめることが

できる。【読む能力】

（プリント・観察・発表）

ま

と

め

・最初に自分が書いたもの

と比較し、違いに線を引

く。

・本時の内容を振り返り、

次回の内容を確認する。

・考えの深まりに気付かせる。

・プリントを回収する。

本時の目標：文章をもとに李白の人生観について考え、話し合いを通して考えを深める。
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「現代社会」学習指導案

実施日時：令和元年１０月２１日（月）６校時
場 所：１Ｂ教室
対 象：１年Ｂ組

授 業 者：佐藤 敦史
教 科 書：高等学校 現代社会（清水書院）

１ 単元名 第２章 現代の民主政治と政治参加の意義
第２節 国民の政治参加と地方自治 ２ 政党政治と選挙

２ 単元の目標

民主政治の基本原理に基づきながら、民主政治における世論形成と政治参加の意義につ

いて理解するとともに、民主政治の前提となる個人の在り方について、個人と国を中心に
考察し、また、民主社会に主体的に生きる人間としての在り方生き方について考察する。

３ 単元観
「政党政治と選挙」の単元は、選挙権年齢が満１８歳以上に引き下げられたことを踏ま

えて、自分が暮らしている地域の在り方や日本・世界の未来について調べ、考え、話し合
、 、うことによって 国家・社会の形成者として現在から未来を担っていく公共の精神を育み

行動につなげていくことを目標にしている。自分の政治的視点を明確にすることで、自ら
の政治的思考力を鍛えることのできる単元である。

４ 生徒観

第１学年Ｂ組、男子１２名、女子１４名、合計２６名のクラスである。男子は積極的に
発言する生徒が多く、授業に意欲的に取り組んでいる。女子は物静かな生徒が多く、控え
目ではあるが、内容を理解しようと集中して授業に臨んでいる。女子に現代社会を苦手と

する生徒がおり、基本用語を暗記できず苦労しているが、発問に対しては自ら答えようと
努力する姿勢がみられる。

５ 単元計画

２ 政党政治と選挙 （全３時間）

選挙の仕組みと課題・・・１時間（本時）

政党と選挙制度・・・・・１時間
世論と政治参加・・・・・１時間

６ 単元の評価規準

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 資料活用の技能 知識・理解

・実施された選挙の ・選挙制度と関連さ ・低い投票率や一票 ・国民の政治的な
例などを参考にし せながら、政党の の価値、選挙の課 意思の集約、争

ながら、選挙制度 政治公約における 題について、資料 点の明確化など
や一票の価値など 意義について考察 を分析し、適切に に果たしている
の課題について、 している。 活用している。 政党の役割や利

関心が高まってい 益集団の働きに
る。 ついて理解して

いる。
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７ 本時の学習

・ねらい
民主政治の基本である選挙を理解し、それがどのように行われているかを捉えることが

できる。また、比例代表制の模擬選挙を基に、自分の考えと実際の結果の違いを考え表現

することができる （思考・判断・表現）。

・展 開

学習活動 指導上の留意点 評 価

・本時の目標を確認する。

本時の目標：選挙制度を理解し、実際の投票を考察してみよう。

・プリント(学習活動 ) ・比例区の公約を確認し、投票を行い開票の結1

架空の政党から自分の考えと合 果を公表する。

致するものに投票する。 ・比例区のドント式を説明する。どのように当導
選者が決まるのか確認させる。入

15
、 、 、分 ・プリント(学習活動 ) ・党首 代表の写真から 政党への関心を高め2

各政党の党首、代表を写真から 主な日本の政党を紹介する。

、 。選択し 日本の政党を確認する

・プリント（学習活動 ） ・各政党（今回は つの政党）の選挙公約をグ3 4

参議院議員選挙の各政党の公約 ループに つずつ配付し、それをシートに書1

から模擬投票（比例代表制） かせ発表させる。

を行い、自分の考えとクラスの ・難しい用語などは机間巡視の中でグループご

選挙結果の違いを考える。 とに説明し、理解を促す。展
・模擬投票を実施し、自分の考えとクラスの結開

果を比較させる。30
・プリント(学習活動 ) ・自分の考えと国政選挙の結果を比較させ、そ分 4

国政選挙の結果を確認し、それ の違いに気付かせる。

についてどう考えたかを整理す

る。

主発問：クラスの結果と国政選挙の結果の違いについて
どのように考えたのか。

・振り返りを行い、今日の授業の ・学習したことを基に、有権者になるに当たっ ・選挙に対する問題意識ま
評価をする。 て考えたことをまとめ、自己評価させる。 を持ちながら、評価をと

まとめている。(思考め
・判断・表現)５

分

・本時の評価（評価方法）

評価の 評価規準 努力を要する生徒へ
観点 十分満足できる[Ａ] おおむね満足できる[Ｂ] の支援

各政党の公約を分思考・ 資料をもとに、学習課題を多 資料をもとに、学習課題を理
かり易く説明し、学判断・ 角的に考えて、自分の意見（主 解し、感想をまとめることがで
習課題に取り組み易表現 張）をまとめることができる。 きる。
くする。
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「物理」学習指導案

実施日時：令和元年１０月２１日（月）６校時

場 所：物理室

対 象：３年ＡＣ組理数コース

授 業 者：小野 耕右

教 科 書：改訂版 物理（数研出版）

１ 単元名 第５編 原子

２ 単元の目標

電子、原子及び原子核に関する現象を観察、実験などを通して探究し、原子についての基本

的な概念や原理・法則を理解させる。

３ 単元観

本単元では、電子が電荷や質量をもつこと、電子や光が粒子性と波動性の両方の性質をもつ

こと、原子の構造や原子核の構成などを理解させることが主なねらいである。歴史的な実験を

振り返ることを通して、現代物理学へつながる本単元の理解を深めさせたい。

４ 生徒観

第３学年普通科理数コース物理選択者１８名のクラスである。自然科学に興味・関心の高い

生徒が多い。しかしながら、量的な思考力に非常にばらつきがあり、それが学ぶ意欲に大きく

影響している。よって本時では、原子分野の最初の時間として、既習単元を振り返ることを通

して思考力・判断力・表現力を養い、原子分野への興味・関心を高め、この単元を通して探究

する問いをもたせたい。

５ 単元計画

第１章 電子と光

光とスペクトル １時間（本時）

２時間電子

光の粒子性 ２時間

Ｘ線 １時間

粒子の波動性 ２時間

第２章 原子と原子核

原子の構造とエネルギー準位 ２時間

１時間原子核

１時間放射線とその性質

２時間核反応とエネルギー

１時間素粒子

６ 単元の評価規準

、関心・意欲・態度 ・・・ 原子の構造に関する科学的探究のプロセスに興味・関心を抱き

意欲的に探究しようとしている。

思考・判断・表現 ・・・ 原子構造とスペクトル、原子核、素粒子について理解し、それ

らを発見した歴史的な実験と関連づけて考察し表現できる。

観察・実験の技能 ・・・ スペクトル観察や半減期の実験などを通して、原子構造や原子

核反応の概念を形成している。

知識・理解 ・・・・・・ スペクトルと電子のエネルギー準位との関係や、原子核の崩壊

および核反応について理解している。
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７ 本時の学習
(1) ねらい

太陽光などのスペクトルの観測結果について話し合うことを通して、そこから分かることを

理解することができる。また、スペクトルについて新たな疑問をもつことができる。

(2) 展 開

学習活動 指導上の留意点 評 価

導

入

・既習の知識から導かれるこ ・連続スペクトル、線スペクトルを波長や10
とを考える。 振動数と関連付けながら確認させる。分

演示実験 吸収スペクトル ・吸収スペクトルが起こる状況を確認させ展

・演示実験から導かれること る。開

を考える。30
分

・３人グループとなり、３つ ・３人にそれぞれ異なる内容のプリントを ・グループ全員で話

の視点から話し合い、太陽 配付し、それぞれ責任をもって担当させ し合って、考えを

光スペクトルからわかるこ る。 まとめている。

（ ）とを具体的にまとめる。 思考・判断・表現

・ホワイトボードにまとめさせる。

・グループの考えを発表す

る。

・スペクトルの観測結果から ・スペクトル全体が赤方に移動したこと

導かれることを考える。 を、波長や振動数の変化と関連付けて考

えさせる。

・各グループの発表を参考 ・学習したことをもとに、分かることをまま

に、各自でまとめる。 とめさせ、スペクトルについての新たなと

・新たな疑問を出す。 疑問を引き出す。め

10
分

学習課題１ 太陽光スペクトルから分かることは何か。

学習課題２ スペクトルが赤方に移動していることは何を示しているか。
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各教科の成果と課題

国語科

① 授業の研究課題

個々の思考を話し合い等によって共有し、深め、客観化させることを目指す。

② 今年度の取り組み

・生徒たちが興味関心をもって読むことができるよう教材を精選し、授業の理解度を高

めるためのプリントやわかりやすい板書を心がけた。また、理解度をはかるため計画

的に単元テスト等を実施した。

・生徒たちが意見を交わしやすいよう環境作りに努め、ペアワークやグループワークを

多く取り入れた。

・３年生の現代文では、読解を深めるために抽象的な文章の意味を具体化させることに

力を入れ、生徒の思考の根拠も説明させた。

・国語表現では「話す」ことに重点をおいて、物事の紹介や説明をさせた。

③ 成果と課題

・個で考えてからペアやグループで相談したり確認したりする時間を意識的に設けたた

め、意見を補い合い、個の思考を深めることができた生徒が見て取れた。

・授業内での関心の高さが考査の結果に結びついていない生徒もおり、基礎基本を定着

し、理解度を高めるためにはより一層の工夫が必要だと感じた。

④ 次年度の取り組み

・今年度の取り組みを継続していくとともに、目標の提示とふりかえりについてはより

一層工夫し、充実させていきたい。
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地歴公民科

① 授業の研究課題

振り返りをどのように授業の中に組み込んでいくか。

② 今年度の取り組み

・授業の理解度を高めるための指示や教材を工夫し、最後に授業内容を文章でまとめ

させたりまとめテストを実施したりした。また、定着しているか考査にも反映させた。

・自分もしくは身近なことに関連させて考察させ発表させた。

・発表の際、主語と述語に注意させた。

③ 成果と課題

・世界史や倫理では授業展開が順調で生徒にも積極性がみられるようになった。

・文章や発表をうまくまとめられる生徒が増えた。

・日本史や地理では大幅に進度が遅れている。

・授業内での関心が考査や模試で発揮されていない。下位層の取り組みが進まない。

④ 次年度の取り組み

・今年度の取り組みを継続する。

・学力の定着を図る方策として、生徒の深い学びを導く授業を模索していく。

・生徒が自力で知り組むことができるように、解決できる課題を設定し、振り返りの深

化を図ることが必要である。
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数学科

① 授業の研究課題

学びあいと振り返りによる課題解決型の授業

② 今年度の取り組み

・研究課題に基づいた研究授業を実施し、教科内で協議

・授業アンケートの分析

③ 成果と課題

成果

授業アンケートおよび研究協議から、学び合いを取り入れることで本時のねらいが達

成しやすく、生徒の理解度も高まった。

課題

振り返りとして問題を解くだけでなく、振り返りを共有する場面も必要

家庭学習の必要性を持たせる授業展開の工夫

④ 次年度の取り組み

家庭学習の必要性を持たせる授業展開の工夫
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理科

① 授業の研究課題

より主体的な深い学びにつながる生徒同士の活動の場の工夫

② 今年度の取り組み

各教科担任において生徒同士の活動を活発にできるような実践を行い、特に１年生化

学基礎と３年生物理において、研究授業として授業公開と研究協議を行った。

③ 成果と課題

生徒同士が協働するしかけをつくることによって、より活発な活動が行なわれるよう

になった。しかしながら、ねらいをはっきりとさせ、時間的な配分を適切に行うことが

課題としてあげられた。

④ 次年度の取り組み

自ら学習に向かう姿勢を引き出すことに、引き続き取り組みたい。
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保健体育科

① 授業の研究課題

生徒が主体的、且つ意欲的に活動できる授業の工夫

② 今年度の取り組み

球技選択の際は最大で３つの箇所に分かれての活動になるが、全ての箇所にホワイト

ボードを設置し、目標や活動内容の流れを提示した。また、技能練習の際にはグループ

ごとに課題解決に向けて話し合いやお互いに教え合うという場面を設定した。

③ 成果と課題

ホワイトボードに本時の目標や活動内容の流れを提示することで、生徒は見通しをも

って授業に臨むことができていたと感じる。ただ、授業の終わりの方になるとゲームを

することがメインとなってしまい、目標の提示に至らなかった時間もある。運動量を確

保できたという意味では良かったかもしれないが、そのような中でも状況に応じた目標

を提示しなければいけないということが課題として考えられる。

また、技能の練習の場面では、グループ内でお互いに動きを教え合うなど課題解決に

向けて生徒自らが活動する場面も見ることができた。

④ 次年度の取り組み

、 、 、今年度 取り組んだことを継続して実施するとともに 球技選択の授業だけではなく

ダンスや水泳など他の領域においても取り組んでいきたい。
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芸術科

① 授業の研究課題

・学び合いのなかで気づける場面を設定する

② 今年度の取り組み

美術では高教研の研究授業も実施した。木炭デッサンを題材とし、見通しをもった学

習展開や生徒同士で学びを深め合う場面があった。

音楽では器楽のアンサンブルを通して、生徒同士で教えあうことで理解を深めること

ができた。

③ 成果と課題

学びあいの中で気づき、理解する生徒は多いが、それを表現するための技能を持ち合

わせた生徒は少ない。

④ 次年度の取り組み

今年度の取り組みを更に発展させつつ、生徒の技能面をどう向上させていくかを念頭

に置いた取り組みについても実施したい。
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英語科

① 授業の研究課題

プレゼンテーションやディベートをするために、英語での発話を促す効果的な指導は

どうあればよいか。

② 今年度の取り組み

ディベートで必要とされる表現を手順を踏みながら習得・練習する活動や、クラス全

体での紙芝居・ドラマの発表活動に取り組んだ。各レッスンのトピックや講話（国際教

育）の内容について意見を発表（英語の難易度が高い場合は日本語も認める 、また定）

期考査においてもライティングを評価する設問を入れた。

③ 成果と課題

○生徒は指示通りに取り組んだ。いい機会になった。

○自信を持って発表する生徒がいる一方で●人前での発表、多数の生徒を前にした発表に慣れ

ておらず、暗記した内容を話している。

。●ディベートの題材が自分に関することや身近なことであり高度な内容の題材にできなかった

●新共通テストに対しての不安感があり十分に取り組めないでしまった。

●３年生英語表現Ⅱの教科書にあるペアワーク（意見交換の活動）に取り組まなかった。

受験を意識した教材・授業展開の再考が必要）

④ 次年度の取り組み

・ディベートの内容を高度な題材で取り組む。

・全体の前で物怖じせずに自信を持って発表できるように機会を増やす。

･共通テストに向けての研究・対策
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家庭科

① 授業の研究課題

学習目標の提示と到達度の振り返りの実施。

② 今年度の取り組み

・学習目標の提示と工夫

・授業の振り返り

・到達度、達成度の確認

③ 成果と課題

・学習目標は、毎時間提示し、記入・音読させてから授業を行うことができた。

・授業の振り返りの時間を取り、学んだことの確認を行うように心がけたが、後半はあ

まりできていなかった。

・到達度、達成度の確認をプリントで行った。学期によって確認方法を変えてみたが、

次の時間の初めに確認する方法が最も効果的であり、定着度もよかった。分野によっ

ては、小テストを行うことも検討したい。

④ 次年度の取り組み

・実験・実習をより多く取り入れ、実践的・体験的な学習活動を充実させる。

・ホームプロジェクトを通して、生活の充実向上を図ろうとする実践的な態度と問題解

決能力の育成。

・小テストの実施。
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商業科

① 授業の研究課題

・生徒を主体的思考に導く授業展開。

② 今年度の取り組み

・他科目の内容を横断して知識を活用する （マーケティング→課題研究）。

・図書館等の校内にある資料を利用した授業 （課題研究）。

・プロジェクタ、電子黒板、ＰＣの画面転送などのＩＣＴ機器の活用 （情報系の科目。

やビジネス実務など）

③ 成果と課題

成果

・狙い通りの理解度は得られなかったが、学び合いを行うことで、積極的な姿勢で取り

組むことができるようになった。

・教材を瞬時に提供できたため時間を有効に活用したテンポの良い授業を展開できた。

課題

・自ら家庭学習に向かう姿勢を育む授業展開の工夫や仕掛けが必要である。

・より効果的な授業を行うために、必要な機器を揃えたい。

④ 次年度の取り組み

・効果的な授業を行うため、ＩＣＴ関連機器を充実させたい （提案・要望）。

・生徒が目標をもって取り組める授業にするための工夫や授業展開を考え実施する。
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内 放
(火) ① 2 1 3 ○
(金) ② 1 1 2
(土) ① 1 1 2
(月) ④ 1 3 4 ○
(月) ④ 2 1 3 ○
(火) ④ 0 3 3 ○
(火) ④ 1 2 3
(水) ① 1 1 2
(水) ④ 1 2 3
(火) ④ 1 1 2 ○
(火) ④ 3 1 4 ○
(木) ④ 1 4 5 ○
(金) ④ 2 1 3 ○
(火) ④ 1 1 2 ○
(水) ④ 1 2 3 ○
(金) ④ 1 2 3 ○
(金) ① 1 1 2
(月) ① 1 1 2
(月) ③ 2 1 3 ○
(火) ① 1 1 2 ○
(金) ④ 0 4 4 ○
(火) ④ 2 1 3 ○
(火) ② 0 2 2
(木) ① 1 1 2 ○
(水) ④ 1 4 5 ○
(金) ④ 1 3 4 ○
(月) ② 1 1 2 ○
(月) ① 1 1 2 ○
(月) ④ 1 2 3 ○
(月) ④ 3 3 ○
(月) ④ 1 4 5 ○
(火) ② 1 1 2 ○
(水) ③ 1 1 2
(水) ③ 1 1 2 ○
(水) ① 1 1 2 ○
(木) ④ 1 2 3
(月) ④ 2 2 4 ○
(水) ① 0 2 2 ○
(水) ④ 1 2 3 ○
(水) ④ 1 2 3 ○
(水) ② 1 1 2
(水) ① 1 1 2 ○
(水) ③ 1 1 2 ○
(水) ① 1 1 2
(水) ④ 3 3 ○
(水) ④ 0 4 4 ○
(水) ③ 1 1 2
(水) ④ 0 4 4 ○
(金) ④ 1 4 5 ○
(水) ② 1 1 2
(水) ① 1 1 2
(水) ② 1 1 2
(水) ② 1 1 2
(水) ④ 1 3 4 ○
(月) ④ 1 2 3 ○
(水) ① 1 2 3 ○
(水) ④ 1 1 2 ○

① ② ③ ④

57 30 16 11 103 35

1/22 学校祭への参加、意義の理解 講義 特活部員
1/22 学習指導案の作成Ⅳ 講義・協議 教科指導員
1/24 研究授業と反省・協議Ⅳ 授業研究 教科指導員

12/11 ホームルーム経営上の問題点と留意点② 講義 ３年部主任
12/18 本校の進路動向と進路指導の進め方 講義 進路指導主事、指導教員

1/15 授業研修と実施Ⅱ 授業研究 教科指導員

12/18 就職者・進学者への援助 講義 進路指導主事、指導教員
12/18 国際情報科の特色と目標 講義 情報部主任、国際情報科主任

12/18 本校６年間のプログラムの理解 講義 研究部主任、教科指導員

11/13 授業参観と研究協議Ⅵ 協議 教科指導員
11/20 示範授業Ⅱ 示範授業 教科指導員、数学科

10/21 授業研修と実施Ⅰ 授業参観 教科指導員
11/13 学力と学習実態の関係と課題 講義 教務主任、 指導教員

10/10 授業参観と研究協議Ⅴ 授業参観 他教科

10/9 問題行動の事例研究と懲戒指導 講義 生徒指導主事、指導教員

10/9 情報機器の活用について 講義 情報部主任、指導教員

10/8 部活動等の進め方 講義 特活部主任、指導教員
10/9 カウンセリングの在り方 講義 生徒指導部、養護教諭

10/7 学習指導案の作成Ⅲ 講義・協議 教科指導員
10/7 研究授業と反省･協議Ⅲ 授業研究 数学科、教科指導員

10/7 学校保健安全と保健組織 講義 保健主事、指導教員
10/7 授業参観と研究協議Ⅳ 授業参観 教科指導員

9/27 考査問題の作成と評価Ⅰ 協議 教科指導員
10/7 生徒の健康管理 講義 保健主事、指導教員

9/25 研究授業と反省･協議Ⅱ 授業研究 数学科、教科指導員

7/11 研究授業と反省・協議Ⅰ 授業研究 数学科、教科指導員
7/12 生徒の学力の実態把握 講義 教科指導員
7/16 教材の精選と活用 講義 教科指導員

7/19 評価方法と評価規準 講義 数学科、教科指導員

9/6 学習指導案の作成Ⅱ 講義・協議 教科指導員

6/25 示範授業Ⅰ 示範授業 教科指導員
7/9 学習指導案の作成Ⅰ 講義・協議 教科指導員

6/5 諸表簿及び公文書の手引き 講義 事務長
6/12 授業参観と研究協議Ⅲ 授業参観 他教科

5/28 授業参観と研究協議Ⅱ 授業参観 他教科

5/13 年間学習指導計画の作成 講義 教科指導員
5/13 授業参観と研究協議Ⅰ 授業参観 数学科、教科指導員

4/27 校内組織と服務規程 講義 教頭

5/28 教材研究の進め方Ⅰ 講義 教科指導員

4/26 本校の教育目標、経営方針と教員としての使命感 講義 校長
4/2 初任者研修オリエンテーション 講義 研究部主任、指導教員

実施月日
（曜日）

研修内容 領域 研修方法・形態
時間割内・

放課後の区別 研修
時間

研修指導者

　

初任者氏名 （　　　石　崎　　　諒　　　）

平成３１年度高等学校初任者研修「校内研修実施報告書」

7/29 生徒指導の現状と課題 講義 生徒指導主事、指導教員

8/27 生徒会活動の現状と運営 講義 特活主任、指導教員　

7/17 個に応じた学習指導の工夫 講義 教科指導員

7/26 学校図書館の在り方と利用状況 講義・演習 図書部主任、指導教員
7/29 学校行事と年間計画 講義 総務主任

9/19 本校の教育課程 講義 教務主任、指導教員

9/10 教材研究の進め方Ⅱ 講義 教科指導員
9/17 ホームルーム経営上の問題点と留意点① 講義 １年部主任

1/29 学年部の体制とホームルーム経営② 講義 ２年部主任
2/12 生徒指導要録の理解と取り扱い 講義 教務主任
2/12 進路実態の把握と進路指導の課題 講義 進路指導主事

3/11 研修を振り返って 講義 研修部主任、指導教員

2/19 ＰＴＡの組織と運営 講義 総務主任
2/19 考査問題の作成と評価Ⅱ 講義 教科指導員
3/9 授業参観と研究協議Ⅵ 講義 教科指導員

3/11 年間の教科研修の成果と課題 講義 教科指導員

○印は指導教員が同席

初任者氏名
実施日
数合計

領域ごとの研修時間数
時間割内研修
時間計（ａ）

放課後研
修時間計
（ｂ）

研修時間合
計

(ａ＋ｂ)

主として
指導教員が行
う研修時間計

主として教科指
導員が行う研修

時間計

主としてその他
の教員が行う研

修時間計

集計表

①基礎的素養　②マネジメント能力　③生徒指導力　④教科等指導力

石崎　諒 57 103 160 31 94
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内 放
(火) ① 2 2 ○
(火) ④ 1 2 3
(月) ④ 2 2
(金) ② 1 1 2
(土) ① 1 1 2
(水) ④ 2 2
(水) ① 1 1 2
(月) ④ 1 1 2
(金) ④ 3 1 4
(木) ④ 1 1 2
(金) ① 2 2
(月) ① 2 2
(月) ③ 2 2
(火) ① 2 2 ○
(火) ④ 2 2 4
(金) ④ 2 2 4
(火) ② 2 2
(木) ① 1 1 2 ○
(水) ④ 2 2
(金) ④ 1 1 2
(月) ① 1 1 2 ○
(月) ① 1 1 2 ○
(火) ② 1 1 2 ○
(水) ③ 1 1 2
(水) ③ 1 1 2 ○
(水) ① 1 1 2 ○
(金) ④ 2 2
(金) ④ 1 1 2
(火) ④ 1 1 2
(火) ④ 1 1 2
(水) ④ 1 1 2
(水) ① 1 1 ○
(火) ④ 2 2
(月) ④ 1 1 2
(水) ② 2 2
(水) ① 2 2 ○
(水) ① 1 1 2 ○
(水) ① 2 2 ○
(水) ③ 2 2 ○
(火) ④ 3 1 4
(水) ② 1 1 2
(金) ④ 1 1 2
(月) ④ 1 1 2
(水) ② 1 1 ○
(木) ② 2 2
(木) ④ 2 2
(水) ③ 1 1 2 ○
(水) ③ 2 2 ○
(水) ④ 1 1 2
(水) ④ 2 2
(木) ④ 2 2
(金) ④ 2 2
(月) ④ 2 2
(月) ④ 2 2
(火) ④ 2 2
(水) ④ 1 1 2
(水) ① 1 1 2 ○

① ② ③ ④

57 29 13 12 67 54

本校６年間プログラムの理解 講義 研究部主任

示範授業Ⅱ 示範授業 教科指導員

進路の実態把握と進路指導の課題 講義

考査問題の作成と評価Ⅱ 協議

3/11 研修を振り返って 協議 指導教員、研究部主任

2/12 生徒指導要録の理解と取り扱い 講義 教務主任

3/9 授業研修と実施Ⅰ

3/11 年間の教科研修の成果と課題 講義 教科指導員
3/10

2/5 ＰＴＡの組織と運営 講義 総務主任

3/9
協議 教科指導員

教務主任

2/27

授業研修と実施Ⅱ 協議 教科指導員

研究授業と反省・協議Ⅳ 授業研究 教科指導員、保健体育科

教科指導員

2/6 生徒の学力の実態把握 講義

教務部職員

３年部主任講義ホームルーム経営上の問題点と留意点②12/11

1/22 学校祭への参加、意義の理解

進路指導主事2/12

11/25 示範授業Ⅰ 示範授業 教科指導員

講義 特活部職員

1/31

①基礎的素養　②マネジメント能力　③生徒指導力　④教科等指導力

金野　拓真 69 52

主として
指導教員が行う
研修時間計

121 4 63

○印は指導教員が同席

実施日数
合計

1/28

領域ごとの研修時間数
時間割内研修
時間計（ａ）

放課後研
修時間計
（ｂ）

研修時間合計
(ａ＋ｂ)

2/19 評価方法と評価規準 講義
2/19

初任者氏名

2/6 授業参観と研究授業Ⅵ 授業参観

２年部主任

集計表

主として教科指
導員が行う研修

時間計

主としてその他
の教員が行う研

修時間計

研究授業と反省・協議Ⅲ 授業研究 教科指導員、保健体育科

12/18 国際情報科の特色と目標 講義 国際情報科主任

1/29
協議
講義

講義 進路指導主事
12/18 就学者・進学者への援助 講義 進路指導主事

11/19 考査問題の作成と評価Ⅰ 講義・協議 教科指導員

教科指導員、保健体育科

学習指導案の作成Ⅳ 教科指導員
学年部の体制とホームルーム経営

12/18 本校の進路動向と進路指導の進め方

2/28 授業参観と研究授業Ⅶ 授業参観 教科指導員、保健体育科

2/3

11/13 授業参観と研究協議Ⅳ 授業参観 教科指導員、保健体育科

11/13 学力と学習実態の関係と課題 講義 教務主任

11/12 授業参観と研究協議Ⅲ 授業参観 教科指導員、保健体育科

10/18 教材の精選と活用 講義 教科指導員
11/5 教材研究の進め方Ⅱ 講義 教科指導員

10/9 情報機器の活用について 講義 情報部主任
10/11 授業参観と研究協議Ⅴ 授業参観 教科指導員、保健体育科

10/9 カウンセリングの在り方 講義 養護教諭
10/9 問題行動の事例研究と懲戒指導 講義 生徒指導主事

10/7 学校保健安全と保健組織 講義 保健主事
10/8 部活動等の進め方 講義 特活主任

9/27 個に応じた学習指導の工夫 講義 教科指導員
10/7 生徒の健康管理 講義 保健主事

9/19 本校の教育課程 講義 教務主任
9/25 研究授業と反省・協議Ⅱ 授業研究 教科指導員、保健体育科

9/13 学習指導案の作成Ⅲ 協議 教科指導員
9/17 ホームルーム経営上の問題点と留意点① 講義 １年部主任

8/27 生徒会活動の現状と運営 講義 特活主任
8/27 学習指導案の作成Ⅱ 協議 教科指導員

7/29 学校行事と年間計画 講義 総務主任
7/29 生徒指導の現状と課題 講義 生徒指導主事

6/27 研究授業と反省・協議Ⅰ 授業研究 教科指導員、保健体育科

7/26 学校図書館の在り方と利用状況 講義 図書部主任

6/10 教材研究の進め方Ⅰ 講義 教科指導員
6/14 学習指導案の作成Ⅰ 協議 教科指導員

5/29 授業参観と研究協議Ⅱ 授業参観 教科指導員、保健体育科

6/5 諸表簿及び公文書の手引き 講義 事務長

4/26 本校の教育目標、経営方針と教員としての使命感 講義 校長
4/27 校内組織と服務規程 講義 教頭

4/23 年間学習指導計画の作成 講義 教科指導員
4/15 授業参観と研究協議Ⅰ 授業参観 教科指導員、保健体育科

4/2 初任者研修オリエンテーション 講義 指導教員、研究部主任

実施月日
（曜日）

研修内容 領域 研修方法・形態
時間割内・
放課後の区別 研修

時間
研修指導者

初任者氏名 （　　金野　拓真　　）

　

平成３１年度高等学校初任者研修「校内研修実施報告書」
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「初任研を終えて」 

石崎 諒 

（１）研修を通して得たもの 

 

 大きく分けて３つ得たものがあります。１つ目は，研究授業を通して単元に対して新し

い知見を得ることが出来たことです。年間で４回の研究授業に挑戦したことで，反省点も

たくさん見つかり，次に同じ授業をするときにどのように行えばいいかを考えるきっかけ

にもなりました。数学の先生方には，研究授業に際し，たくさんの貴重な指導をいただけ

たことは何事にも代えがたい経験です。 

 ２つ目は，自分が今まで経験したことの無い分掌の話を聞くことを通して，学校の全体

像について理解を深められたことです。講師で勤務していた５年間は，年度ごとに高校が

変わっていたので，高校の全体像があまりわからないまま，個々の分掌の業務に従事して

おりました。各分掌の主任の説明が大変丁寧だったのでとてもありがたかったです。 

３つ目は，校外研修を通して様々な刺激をうけることが出来たことです。毎月行われる

初任研の教科研修では，小松田指導主事に大変丁寧にご指導いただきました。教科指導に

関してだけでなく，普段の授業での悩みや進路指導の仕方についても大変親身になって相

談に乗ってくれたことは，大変貴重な経験になりました。 

また，中学校数学の初任者と合同で行った「中学校との関連を踏まえた授業づくり」や

ＰＡ研修なども自分にとって良い刺激になりました。令和元年度の初任者は人数が少なく，

同じ教科の同期採用の教員からの刺激というものがありませんでした。しかし，中学校教

員の方々の授業を見たり，アドバイスをいただくことを通して良い刺激を頂き，教材研究

に向かう活力になったと感じております。ＰＡ研修では初任研の先生方とさまざまな活動

を通して親睦を深めることが出来て大変良い研修となりました。 

 

（２）研修を終了しての自分の反省 

 研究授業を通して，教科指導に関してまだまだ未熟であると感じました。９月２５日に

伊藤指導主事と小松田指導主事に来校していただき，また本校の数学科の職員も交えて研

究授業を行ったのですが，自分の思い描いたように指導は進みませんでした。また検討会

でも指導主事の先生方から「自分では気づけない改善点」もご指導いただき，大変良い経

験になりました。今後も積極的に研究授業を実施して，授業改善に取り組んでいきたいと

思います。 

 

（３）今後の法定研修についての意見 

 指導主事・指導教員の方々に，親身になってご指導いただいたので，初任研の指導に当

たってくださった先生方に大変感謝しております。また，総合教育センターへの出張やや

指導主事来校に際して，時間割編成など職員の方々にご配慮をしていただき，今年度の研

修を無事に終了することが出来ました。誠にありがとうございました。 

- 74 -



「初任者研修を終えて」

金野 拓真

この１年を通して、教育センターでの研修はもちろん、教科指導をはじめ、生徒指導や

部活動指導などの場面においてたくさんのことを学ぶことが出来た。また、校内研修では

多くの先生方から学校や生徒に関する講話をしていただき、研究授業ではたくさんの助言

をしていただいた。また、本校は中高一貫校であり、６年間を見通して生徒を育てていく

環境の中で学ぶことが出来たのも貴重な経験であったと思う。

高等学校新学習指導要領が平成３０年３月に公示され、２０２２年度より年次進行で実

施される。今回の改訂では、心と体を一体として捉え、生涯にわたる心身の健康の保持増

進や豊かなスポーツライフの実現を重視する内容となっている。教育センターでの教科研

修では、新学習指導要領に基づいた年間指導計画や授業計画の立て方、学習目標、学習活

動、評価の３つの整合性などを教えていただいた。そして、初任者研修を受講している先

生方の各学校での取組を聞いたり、意見交換をしたりするなどして互いに良い刺激をもら

うことが出来たと感じている。

研修の中で話題に多くあがったのが、「探究型の授業」である。探究型授業とは、生徒が

主体的に活動し、仲間とともに学びを深めていくというものである。授業の初めに目標を

提示して本時の学習の見通しを持たせたあとに、ある疑問に対して、まずは一人でじっく

りと考える時間を設けて自分なりの意見を持たせる。そしてグループの話し合いや討論を

行い仲間の考えに触れ幅広い知見を養い、最後に学級全体で情報の共有を図るという流れ

だ。保健の授業はもとより体育の授業においても活用できると感じている。毎日の授業を

このような流れで実践しようとしてきたが、授業者の発問の仕方がとても重要になってく

ると痛感した。この授業では生徒に何を伝えたいのか明確にして、また、話し合い等のグ

ループ活動が正しい方向に導くことのできるような教科指導力を身に付けていきたい。

課題としては、ＩＣＴ機器を活用できなかったということがあげられる。体育の授業の

技能において、動きのポイントやコツを説明するだけでは不十分であった。ＩＣＴ機器の

活用は、自己の動きをフィードバックすることができて視覚から得た情報で技能の向上を

図ることができる。保健の授業においても、映像を用いることで生徒の関心・意欲を高め

ていきたい。

また、本校は中高一貫校であることから、中学校３年生の保健体育の授業を担当した。

中学校で学ぶべき内容と高校で学ぶ内容を区別し、それらを精査して指導することに戸惑

いを感じたが、保健体育科内で連携を取り授業を進めることが出来た。そして、中学校と

高校のつながりを意識させるために授業内の規律を徹底させるとともに、生徒たちには来

年度は高校生になるという自覚を持たせる声かけを常に行ってきた。今後とも６年間で生

徒を育てていくという気持ちを持ち続けて生徒の指導にあたっていきたい。

最後に、校長先生、教頭先生、指導教員の先生をはじめ、数多くの先生方にご協力・ご

指導いただいたおかげで、今年度の研修を終えることが出来たと感じている。初任者研修

は来年度も継続して実施していくわけだが、初任者研修を通じて学んだことを忘れずに、

また、さらに多くのことを吸収しながら、教員として自己研鑽に励んでいきたい。
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（ ）
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（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

校内年間計画報告書
研修教員：幸坂恭寛（国語・１年Ｃ組担任） 校　長：菅　原　和　久

実施月日
（曜日）

研　修　内　容 領域

1

3

研究主任・国語科職員

研究主任・国語科職員

28 水 授業検討会２ 教 授業研究

研修の方法・形態

時間割内・
放課後の別

1

研修指導者
内 外

養護教諭

2

1 2

研修
時間

1

24 火 定期考査の作問と相互助言２

4 2 火 食物アレルギーについて 生 22講話 → 一般研修

授業研究

6 6 木

25 水 授業の参観と助言１ 教

教材研究と指導案の作成１ 教 授業研究 1 3 研究主任・国語科職員

教材研究と指導案の作成２ 教19 月

研究主任・国語科職員

18 木 特定課題研究の進め方 特 講話

1 2 3 研究主任・国語科職員

14 金 授業検討会１ 教 授業研究

12 水 授業実践に基づく授業研究１ 教 授業研究

7 1 月 学年経営方針の決定と過程 生 講話 → 一般研修

1 1

2 2 1年部主任

1 1 研究主任

1 1

水 選択研修の成果と報告 選 講話 → 一般研修 2 2

教務主任

1 24 金 法規に関する事例研究１ マ 講話 2 2

8 6 火 本校における教育課程の研究 基 講話

3 研究主任・国語科職員

1 2

2

教 授業指導

25 水 特定課題研究の中間報告 特 講話 → 一般研修

授業の参観と助言２ 教

1 21 火 生徒の目線に沿った生き方指導 生

12

27 火 授業実践に基づく授業研究２ 教

授業指導

授業指導

授業研究

10 16 水 1

講話 → 一般研修

1

9 4

水

授業指導 1

一般研修 → 講話

1

2

2

2

2

27 木 定期考査の作問と相互助言１ 教

特定課題研究の成果と評価 特2

11 29 金 定期考査の作問と相互助言３ 教

26

授業指導 1 2 3

一般研修

研修時間合
計(a+b)

研究主任・国語科職員

研究主任・国語科職員1 2 3

2

研究主任2

研究主任・国語科職員

生徒指導主事2

2 研究主任

3

研究主任・国語科職員

研究主任

12

研究主任・国語科職員

43

時間割内研
修時間(ａ)

放課後研修
時間(b)

31

教頭

実施日数
合　　計

20
9

(10)
6

(14)
5

(13)
6

(6)

研修方法・形態別の研修日数（時間数）

講話 授業研究 授業指導

- 76 -



（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

校内研修計画報告書　　　　

授業指導 1 1

生 講話 → 一般研修

3 研究主任・商業科職員

25 月 授業の参観と助言２ 教 2 研究主任・商業科職員

1 21 火 生徒の目線に沿った生き方指導 2 2 生徒指導主事

研修教員：長崎純一（商業・３年Ｅ組副担任） 校　長：菅　原　和　久

実施月日
（曜日）

研　修　内　容 領域 研修の方法・形態

時間割内・
放課後の別 研修

時間 研修指導者
内 外

4 2 火 食物アレルギーについて 生 講話 → 一般研修 2 2 養護教諭

6 5 水 授業の参観と助言１ 教 授業指導 1 1 2 研究主任・商業科職員

12 水 教材研究と指導案の作成1 教 授業研究 2 1 3 研究主任・商業科職員

18 火 授業実践に基づく授業研究１ 教 授業研究 1 2 3 研究主任・商業科職員

20 木 授業検討会１ 教 授業研究 1 1 研究主任・商業科職員

25 火 定期考査の作問と相互助言１ 教 授業指導 1 2 3 研究主任・商業科職員

27 木 特定課題研究の進め方 特 講話 1 1 研究主任

7 3 水 学年経営方針の決定と過程 生 講話 → 一般研修 2 2 3年部主任

8 6 火 本校における教育課程の研究 基 講話 1 1 教務主任

9 4 水 選択研修の成果と報告 選 講話 → 一般研修

218 金 授業実践に基づく授業研究２ 教 授業研究 1

1 2 3 研究主任・商業科職員

2 2 研究主任

20 金 定期考査の作問と相互助言２ 教 授業指導

1 2 3 研究主任・商業科職員

23 水 授業検討会２ 教 授業研究

10 11 金 教材研究と指導案の作成２ 教 授業研究

1 1 研究主任・商業科職員

11 27 水 定期考査の作問と相互助言３ 教 授業指導 1 2 3 研究主任・商業科職員

2 26 水 特定課題研究の成果と評価 特 一般研修 → 講話

講話 2 2 教頭24 金 法規に関する事例研究１ マ

2 2 研究主任

実施日数
合　　計

研修方法・形態別の研修日数（時間数） 時間割内研
修時間(ａ)

放課後研修
時間(b)

研修時間合
計(a+b)講話

12 31 43

授業研究 授業指導 一般研修

20
9

(10)
6

(14)
5

(1３)
6

(6)

研究主任12 25 水 特定課題研究の中間報告 特 講話 → 一般研修 2 2
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（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

校内年間研修報告書　　　

1

基

研修

時間

2

22

研究主任

進路指導主事

校長・研究主任

研究主任

研修指導者

基

研　修　内　容 領域 研修の方法・形態

時間割内・

放課後の別

内 外

研究主任・芸術科

20

実施日数

合　　　計

研修方法・形態別の研修日数（時間数）

講話 授業研究

6 ）

10

10

教

教

（

2

3

3

3

2

3

2

3

） （ ）

2

3

2

26

講話→一般研修

講話

授業研究

授業指導

授業研究

2

2

31

2

校　長 菅　原　和　久小笠原祐子（美術・２年部副主任）研修教員

2講話→一般研修 養護教諭他生

1

2

研究主任2

2

2

2

講話→一般研修

2

生徒の目線に沿った生き方指導

2

2 26 水

2 1

一般研修→講話

2

教

特

授業研究

講話→一般研修

特

生

授業研究

教

教

マ

教材研究と指導案の作成⑵

教

教

選択研修の成果と報告

授業実践に基づく授業研究⑵

授業の参観と助言⑴

教材研究と指導案の作成⑶

特定課題研究の成果と報告

水

マ

教

木

生徒指導主事

25

2講話→一般研修

研究主任

研究主任・芸術科

1 21 火

2

３年部主任

研究主任

2

2

2

1 2

2

18 木

講話→一般研修

講話→一般研修

教

8 5 月

23 火 学年経営方針の決定と過程

9 2 月

授業研究

授業研究10 9

教材研究と指導案の作成⑷

授業研究

24 金

教務主任

教頭

25 水

水

基

研究主任

研究主任

研究主任

1

研究主任・初任研2 1

1

2

2

15 火 授業検討会⑵

10

8 2 9

21 9

4

放課後研修

時間計（b）

2 火 食物アレルギーについて

授業の参観と助言⑵

土

進路指導のあり方

研修計画の作成について

実施月日

（曜日）

5 29 水

27

授業実践に基づく授業研究⑴

特定課題研究の進め方

法規に関する事例研究⑴

授業指導 一般研修

研修時間合計

（a＋b）

選

30 木 教材研究と指導案の作成⑴

12 金

7 8 月 授業検討会⑴

校長・研究主任

6 火 本校における教育課程の研究

18 木

授業研究

時間割内研修

時間計（a）

教 授業指導

講話→一般研修

20

（ ） （

研究主任

46

1
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平成３１年度中堅教諭等資質向上研修

選 択 研 修 報 告 書

所 属 校 大館国際情報学院高等学校 教諭・幸 坂 恭 寛職・氏名

研 修 先 能代市立図書館

研修期間 令和 元年 ７月２４日（水） ～ 令和 元年 ７月２６日（金）

１ 研修の概要

○７／２４（水）

８：３０ 朝礼・図書館ツアー １０：００ 座学（分類法） １０：３０

拝架、書架整理

１２：００ 昼食・休憩 １３：００ 貸出・返却業務

１４：００ 装備、修理 １６：４５ 振り返り・研修終了

○７／２５（木）

８：３０ 朝礼・開館業務 １０：００ 背タイトルの直し、請求記号の書

き直し

１２：００ 昼食・休憩 １３：００ ＰＯＰ作成

１５：００ レファレンス体験 １６：００ イベント準備

１６：４５ 振り返り・研修終了

○７／２６（金）

８：３０ 朝礼・開館業務 ９：００ 読書感想文教室 １２：００

昼食・休憩

１３：００ 拝架、書架整理 １４：００ 調べる学習体験

１６：４５ 振り返り・研修終了

中堅教諭等資質向上研修・選択研修として、能代市立図書館で研修をさせていただ

いた。３日間という短い期間ではあったが、有意義で中身の濃い、貴重な経験をする

ことができた。特に３日間、つきっきりで御指導いただいた塚本氏には、本当に感謝

している。

初日、図書館に着くと電気は点いておらず、職員の方が薄暗い中で開館業務をして

いた。公共図書館ということで、経費を節約するため開館までは電気もクーラーも点

。 、 、けないということであった 朝礼の後 館内の設備や蔵書について説明していただき

分類法の座学を受けた。０類から９類までの内容について、何となくは理解していた

が、今回の研修でしっかりと理解、暗記することができた。そして図書館業務で一番

多い、拝架、書架整理の仕事を行った。返却された本のチェック、整理を行い、書架

に戻して整理するという一連の流れを経験したが、本が重く、想像以上に重労働であ

った。初日の午後からは本の修理等の作業を体験させていただいた。

。 、 、二日目は開館業務から体験した １０紙以上の新聞をチェックし 整理する作業や

館内にあるチラシの日付をチェックする作業など、想像していなかった仕事が多くあ

った。午後からはＰＯＰの作成やレファレンス体験など、楽しみながら学ぶことがで
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きる研修を行った。特にレファレンス体験で問いの解決に繋がる本を見つけられた時

の達成感は大きく、アクティブラーニングのようであった。

三日目は「読書感想文教室」のサポートを行った。短い絵本を読み、自分の気持ち

を五・七・五で表現するという内容で、小学１～６年生が対象であった。中にはまっ

たく書き進められず泣き出す児童もおり、声かけやサポートに苦慮した。能代市立図

書館では乳幼児向けからお年寄り向けまで、地域の方を対象としたイベントが数多く

あり、その各年代に対応しなければいけない点に難しさがあると感じた。

、 、普段利用している図書館の仕事を経験し その大変さや利用者を増やすための工夫

ホスピタリティを感じることができた。公共図書館、学校図書館の違いはあるが、真

似できる工夫は積極的に取り入れていきたい。

２ 研修の成果（今後への生かし方も含むこと）

公共図書館の利用者はお年寄りと小学生が多く、一番少ないのが高校生ということ

であった。そのため、公共図書館としては高校との連携に力を入れており、何かしら

の形で繋がりを持ちたいということをおっしゃっていた。本校は大館にあるため、能

代の図書館との連携は難しいかもしれないが、大館市

の図書館との連携について模索していきたい。また、書架の工夫や展示の工夫など、

取り入れられる工夫を積極的に取り入れていきたい。
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平成３１年度中堅教諭等資質向上研修

選 択 研 修 報 告 書

所 属 校 大館国際情報学院高等学校 教諭 長 崎 純 一職・氏名

研 修 先 株式会社 大館工芸社

研修期間 令和元年７月２２日（月） ～ 令和元年７月２４日（水）

１ 研修の概要

第１日(７月２２日） 第２日(７月２３日）

7:55～ 8:20 朝礼 7:55～ 8:20 朝礼

、 、8:20～10:00 材料出し 自動かんな掛け 8:20～12:00 材料出し

自動かんな掛け

10:10～12:00 木材研磨 13:00～14:00 木地取り

13:00～16:00 木材接合 14:00～16:00 木材研磨

16:00～17:00 社長との面談 16:00～17:00 自動かん

な掛け

第１日(７月２２日）

7:55～ 8:20 朝礼

8:20～10:00 材料出し、自動かんな掛け

10:10～12:00 塗装

13:00～15:00 面取り

15:10～17:00 社長との面談

２ 研修の成果

私は大館市生まれであるが、父親の仕事の都合で秋田県内を転々としており、実際

に大館市に住んだことはなかった。４年前に大館市に異動となったが、自分の故郷で

ありながら、大館について分からないことが多かった。曲げわっぱについても大館市

の伝統工芸品として名前を知っているだけで、どんなものなのか、それがどうやって

、 。製造されているのかは分からなかったので 今回大館工芸社を研修先として選択した

研修をお願いするにあたり、先方から「毎朝行われている朝礼から参加してくださ

い」ということだったので、７時５５分から行われる朝礼から参加した。朝礼は社長

も含め、従業員全員が参加して行われる。社長の挨拶、３分間スピーチ、準備運動、

挨拶返事の確認の後、民間企業が発行しているしおりを読み上げるものであった。全

員が姿勢を正し、緊張感を持って臨んでおり、呼吸を合わせて行うことで１日の仕事

に向かう気持ちを整えているようだった。また、その際に前日の生産高、生産高の累

計、当月の目標生産高までの金額が発表された。

製造工程の中でまず私が担当したのは材料出しと自動かんな掛けである。材料とな

る木材を乾燥室から出し水分量を計測。１０％未満であればそれを自動かんな掛けし

。 、 、た 自動かんな掛けは木材を機械に通すだけだが 木目をはっきりさせる目的があり

今後の作業に大きく関わる大事な工程とのことだった。普段、木材に触れる機会がほ
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とんど無いため、手袋をしていても木材の破片が手に刺さり大変だった。次に木材研

磨では製品の一部の形になっている木材を機械を使って研磨した。ベルトに木材を並

べ、機械に通していく単純作業だったが、手を巻き込まれると大けがにつながる作業

であった。木材の厚さは機械で設定するが、誤差があるためその都度ノギスで計測し

。 、ながらの作業であった 薄くなりすぎると材料として使えなくなるということもあり

慎重に進めなければならない作業であった。その他の工程でも、初めに確認をすると

後の作業を任せてもらった。初めての作業ではその都度、確認をしながら進めたが、

出来るところは自分で材料の向きや厚さを確認しながら作業に取り組んだ。作業にミ

スが出るとその後に工程に大きく影響したり、材料をロスしたりと会社にとっては大

きなマイナスになることから緊張感を持って作業に取り組んだ。分からないこと、自

信のないときは、すぐに確認することの意味と大切さを実感した。

３日間の研修期間中、代表取締役である三ツ倉さんと話す機会があった。三つ倉さ

んは曲げわっぱを製造するにあたり、材料は秋田杉にこだわっていた。しかし、その

秋田杉の資源に危機感を感じ、１５０年後にも曲げわっぱを残すために現在は精力的

に秋田杉の植林活動をしているとのことだった。また、これまでと同じ製品だけでは

なく、常に新製品を考えており、インターネットやインスタグラムを活用して積極的

に情報発信した 「曲げわっぱの製造は工芸士による手作りでなければならず、機械。

では絶対に作れない。技術がどんなに進歩していてもこの曲げわっぱの製造はローテ

クである。しかし、これをこの先も続けていきたい」という言葉から曲げわっぱに対

する熱い思いを感じた。

３日間の研修を通して、私が強く感じたことは、工芸士たちのプライドである。一

切の妥協を許さず、真剣に曲げわっぱに向かう姿、姿勢から感じることができた。私

も自分に与えられている事に対して、真剣に、誠実に取り組んでいきたい。また、大

館市を代表する伝統工芸である曲げわっぱを知ることができ、自分の故郷の魅力を知

ることができた。人口減少が進む中で、秋田県の魅力をそして、大館市の魅力を私な

りに伝えていきたい。
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平成３１年度中堅教諭等資質向上研修

選 択 研 修 報 告 書

所 属 校 大館国際情報学院高等学校 教諭 小笠原 祐子職・氏名

研 修 先 大館郷土博物館

研修期間 令和元年７月２４日（水）～ 令和元年７月２６日（金）

１ 研修の概要

第１日目【７月２４日】

８：３０～ ９：００ 常設展の見学、展示資料の説明

９：００～１２：００ 作品確認、展示室に並べる

１３：００～１７：１５ 作品展示（壁掛け、ケースに入れる 、挨拶文パネル）

第２日目【７月２５日】

８：３０～１２：００ 展示用ワイヤーの追加、キャプション貼付

１３：００～１７：１５ 博物館の資料見学、ニホンザリガニの飼育部屋製作

第３日目【７月２６日】

８：３０～１１：００ 芝谷地湿地・長走風穴・鳥潟会館視察

１１：００～１２：００ ニホンザリガニの飼育部屋製作

１３：００～１７：１５ ニホンザリガニの飼育部屋製作

２ 研修の成果（今後への生かし方も含むこと）

郷土博物館へ寄贈された、銀座の清澄画廊“清澄コレクション”の展示作業を行っ

た。画廊の田中さんからは、作品は赤ちゃんのように、慎重に、丁寧に扱うこと、と

教えていただいた。田中さんはご高齢であるにも関わらず、展示作業中はずっと展示

室にいて作業を見守っていて、作品に対する深い愛情を感じた。生徒の作品もこのよ

うな姿勢で扱うべきだと感じた。

博物館の職員の方からは、収蔵品について説明していただいた。大館城跡から発掘

される伊万里や古九谷などの磁器は、かつて北前船で運ばれたようだ。また、大館で

も戊辰戦争の戦いがあったことを展示品から感じることができ、今この瞬間も歴史の

一部分であることを実感した。また、文書資料から知り、想像することはできても、

。 、 、実際に物を見て感じることでさらに理解が深まる 授業においても 説明をする他に

実物を見せる効果は大きいと感じた。

また、大館はニホンザリガニの生息地の南限地であるが、そのザリガニも近年は生

息が確認出来ない場所もあるような絶滅危惧種である。博物館でも飼育しているが、

２匹以上を一緒に飼うと共食いをしてしまうため一匹ずつ分ける必要があり、その飼

育用の小部屋を製作した。材料やサイズなど、今は手探りでやっているようだ。何事

においても創意工夫することは大事である。そしてザリガニが逃げないように心を込

めて丁寧に作ったのだが、誰かのために、何かの役に立つために、と考えながら作る
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ことで、いつもより丁寧な作業ができる。これは授業で作品作りをするときにも忘れ

てはいけないことである。

そして３日目に訪問した鳥潟会館は、現在博物館で最も力を入れているところだ。

これまでは専門家による管理がされず荒れていたため、専門家に見てもらい手入れを

行っている最中である。貴重な文化財も適切に管理されないと価値のないものになっ

てしまう。日本庭園の魅力を知るとともに、文化を未来へつなげる視点を学んだ。

博物館の仕事は多岐にわたり、職員のみなさんは情熱をもった研究者であるため、

多くのことを学ぶことができた。大館の歴史を知り、文化を守り、未来へつなげると

いう大きな仕事に触れることができた。授業をつくる上でも参考になることがたくさ

んあり、今回ここで研修をし、貴重な経験ができて本当によかった。
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「中堅研を終えて」

幸坂 恭寛

秋田県教職員研修体系の全体構造を見ると、中堅教諭等資質向上研修は第３ステージに

属する研修である。振り返ると、第１ステージは「理解と実践」をテーマに初任者研修や

実践的指導力習得研修が主な研修であった。第２ステージは「実践と改善」をテーマに教

職５年目研修や実践的指導力向上研修がそれにあたる。そして第３ステージのテーマは「推

進と充実」である。詳しい目標は「中堅教員としての自覚をもち、積極的に学校経営に参

画するとともに、主任等の分掌に必要な役割・職務に関して理解を深め、組織マネジメン

ト能力を身に付ける」とあり、今後は実践的指導力充実期に突入することとなる。

１年間の研修はすべて身になる、充実したものであったが、特に「授業研修」と「選択

研修」が印象深い。「授業研修」では他校の教員と協力して１つの授業を作ることとなっ

たが、ともに行った教材研究がとても勉強になった。１人では思いつかないようなことも、

話し合いの中で思いつくことがあり、生徒が授業中の話し合いで思考が深まるのと同様の

経験をすることができた。また、しばらくできていなかった、多くの参考資料にあたって

授業を作るということもでき、とても勉強になった。何より、教材研究を楽しく行うこと

ができたのが印象深い。実際に秋田北高校で行った授業では、時間不足や発問の精選など

の課題が挙げられたが、生徒たちの反応は良く、授業の目標は達成することができたと思

う。「選択研修」は、公共図書館で社会体験研修を行った。普段利用している公共図書館

の仕事を経験し、その大変さや利用者を増やすための工夫、ホスピタリティを感じること

ができた。公共図書館、学校図書館の違いはあるが、真似できる工夫は積極的に取り入れ

ていきたい。また、公共図書館は学校や地域とのつながりを大切にしている、という話も

聞けたので、今後その連携を深めていきたい。

研修教員の到達目標の自己評価において、修了時に「不十分である」があったのが「教

育課程の編成」「単元構想」「評価」「情報教育」の項目であった。特に「評価」の項目

は、授業研究のたびに自身の課題として挙がってくるものである。学習指導要領の改訂等

もあり、変化する部分も多く、いまだに自分のものにできてはいない。今後も自主的に勉

強、研修に取り組んでいかなければならない。またＳＮＳが絡んだ生徒指導上の問題が増

えている昨今、「情報教育」の重要性もますます大きくなる。今後も研修に参加し知識を

蓄えるとともに、クラスや部活動など、自身が担当する分掌において、ルール作りを行う

などの情報教育を行っていきたい。

研修を通して得たものとして、「新たな意識」が挙げられる。これまではまだまだ若手

教員の意識であったが、本研修を通して、もう中堅教諭であるという意識をもつことがで

きた。本研修を通してよく聞かれたのが「周りの教員への指導・助言」や「企画・運営」、

「マネジメント」という言葉である。どれも上記にある第３ステージならではの言葉であ

ると思う。特に「周りの教員への指導・助言」という事項については、ほとんど意識して

いなかったことなので、今回の研修で意識して行うことができてためになった。８月の教

科研修で実際に「指導助言」を行ったが、さまざまな視点から授業を参観し、良い点、悪
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い点をまとめ、話す順番や話し方まで工夫して助言を行うというのは、とても難しかった。

これは回数を重ねることで身につく技術だと思うので、今後の研究授業等で実践していき

たい。

中堅教諭等資質向上研修では、「授業研修」だけでなく、危機管理やリーダーシップ、

服務等の「マネジメント」、いじめや教育相談等の「生徒指導」、特別支援等の「保健」、

キャリア教育等の「進路指導」、情報教育等の「情報」、さらには道徳など、さまざまな

分掌に関わる内容に触れることができた。これまで経験したことがない分掌について学ぶ

ことができ、とても参考になった。また、経験した分掌に関する部分でも新たな発見があ

り、勉強になった。可能であれば、「教務」や「総務」、「図書」や「特別活動」など、

すべての分掌に関する研修も実施できれば、さらに充実した研修になると思う。私自身の

法定研修は間もなく終わるが、今後もさまざまな研修に積極的に参加し、自身の指導力向

上に努めていきたい。
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中堅研を終えて

長崎 純一

教員として採用されて１０年。振り返ると日々の業務に追われ、目の前のことに取り組

むことが精一杯の毎日であった。しかし、時間と経験を重ねるごとに少しずつではあるが

余裕を持てるようになった一方で、ある程度のことをこなす自分に甘えている事もあった。

そんな中で今回、中堅教諭等資質向上研修講座を受講できたことは私にとって有益なもの

であった。研修を通して何よりも「意識」を大きく変えることができた。これまではクラ

ス経営や分掌業務、部活動指導など自分に与えられたことを行っていた。しかし、これか

らは中堅教諭として秋田県教員育成指標の第３ステージとなり、周りの教員に対して専門

的な指導・助言を行っていくこと、主任等の分掌に必要な役割・職務に関して理解を深め、

組織マネジメント能力を身につけるなど積極的に学校運営に携わっていくことが求められ

る立場であるということ認識することができた。

教科に関する研修では新学習指導要領にもある「主体的・対話的で深い学び」ついて学

ぶことができた。本県の小中学校ではすでに行われており、今後は世界の標準となるとの

ことだった。主体的・対話的で深い学びを実現するためには明確な授業の目標を提示する

こと、そして何より深く豊かな教材研究が必要ということでこれからの授業において実践

していきたい。能代松陽高校で行われた授業研修では目標達成に向けて生徒がじっくり考

え、それをグループで共有。別の視点からの教材を提示しそこからまた各自の考えをまと

めるという流れでの授業を行った。時間配分等で課題はあったが概ね授業のねらいは達成

できた。

生徒指導に関する研修もまた実り多いものであった。現在の生徒は幼いころから身近に

インターネットがあり、スマートフォンなどの情報機器の普及、発達により情報を手軽に

収集、発信することができる。ネットの世界という見えにくい中で起こる問題が増えてお

り、それらに対応することが求められている。研修で行われた事例研究会では様々な事象

を知ることができた。また、他の先生と意見を交換することで視野を広げることができた。

また、いじめについては些細のことから予期せぬ方向に進み、重大事態に至ることがある

ことから私たちは他の業務に優先して対応しなければならないことを改めて認識した。ま

た、教育相談は向き合って座った時から始まるのではなく、普段の言動や立ち振る舞いが

ベースになっているので日々、生徒に対するアンテナを高くしていきたい。

選択研修は大館工芸社で行った。３日間の研修を通して、私が強く感じたことは工芸士

たちのプライドである。一切の妥協を許さず、真剣に曲げわっぱに向かう姿、姿勢から感

じることができた。私も自分に与えられたことに対して、真剣に、誠実に取り組んでいき

たい。また、大館市の伝統工芸である曲げわっぱを知ることができ、故郷の魅力を再発見

することができた。人口減少が進む中で秋田県の魅力をそして、大館市の魅力を私なりに

発信していきたい。

研修を終えるにあたり、求められている資質能力がすべて身についたわけではない。ま

た、研修修了後の自己評価では、「経営案の作成」、「特別支援教育」、「学校図書館の活用」

などにおいて不十分であると感じている。このことについては日々の授業、業務での取り

組みと積み重ね、そして研修等への積極的な参加によって身に付き、深められていくこと

である。これからも深い専門的知識と幅広い教養、生徒理解のための研修を積み重ねると

ともに、そこで得たものを自分のものだけでなく積極的に発信していきたい。そして、こ
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れからの時代を生きていく子供たちが、様々な変化と積極的に向き合い、問題を解決し、

多様な人々と共同しながら新たな価値を創造していく力を育むことができるよう日々努力

していきたい。
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中堅研を終えて～特定課題研究の報告～

小笠原 祐子

本校に赴任してから８年間ずっと国際教育に携わっているが、状況は赴任当初とは大き

く変わってきている。これまでの交流を一度振り返るいい機会として、本校の国際教育を

中堅研特定課題研究のテーマに選び、レポートにまとめた。

まず、韓国姉妹校交流について、８年前から変化しているものを考えた。

生徒：以前の参加生徒は英検２級に合格するような英語能力の高い生徒が多かったが、今

回の交流に参加した生徒は英検３級もしくは４級の英語能力であった。ただ、外国の人と

積極的にコミュニケーションをとろうとする行動力や、独学で韓国語を勉強する意欲は高

かった。

親の意識：韓国でホームステイをしたら自分の家庭にホームステイさせるというのが基本

なのだが、韓国へは行きたいが自分の家にホームステイはさせたくないという家庭があっ

た。今後もこのような家庭があった場合に備え、対応策を用意しておかなければいけない。

国際情勢・外部要因：以前は秋田空港と韓国仁川空港間で直行便があり、人々の行き来も

それなりにあったように記憶している。しかし現在日韓関係は悪く、また、予算面でも直

行便があった頃は県からの補助金も出ていたが、直行便がなくなるに伴い、補助金もなく

なった。渡航にあたり、航空運賃や燃油サーチャージも上がってきており、家庭の負担が

大きくなっている。

９年目を迎えた韓国姉妹校交流だが、非常に良好な交流を続けることができていて、生

徒たちはもちろん、教員同士も互いの国の教育に関して語り合うなど、有意義な交流にな

っている。この交流の成功には周りの先生方との連携も不可欠だった。英語科の先生方は

もちろん、各主任や担任の先生方にもいろいろサポートしてもらった。姉妹校交流に限ら

ず、本校の国際教育活動は学校の大きな特色の一つであり、ひとつの分掌だけで行う交流

ではなく学校全体で取り組むものである。生徒や学校を取り巻く環境が変化している以上、

いつまでも同じことを同じように続けていくことはできない。今回の中堅研の研修でも学

んだことだが、学校にもマネジメントが必要で、ニーズに合わせ学校も変化させていくこ

とが求められている。

修学旅行でシンガポールに行った際は、英語での問いかけにもすぐに反応する生徒が多

く、現地のガイドさんにも褒めていただいた。シンガポールに行ったことで将来は毎年海

外旅行をしようと話す生徒もいて、とにかく一度外国に行くことで、外国に対する抵抗が

なくなったようだ。今回の韓国姉妹校交流後の生徒や保護者アンケートにも、相手は韓国

に生まれ育っただけで、日本の高校生と何も変わらなかったという意見が多く、外国人に

対する偏見も少ないことがわかった。本校は、もともと国際交流に興味・関心のある生徒

が多く入学している。そのような生徒の意欲や保護者のニーズに、どのように応えていけ

るのか、今後も考えていかなければならない。保護者の意見は貴重だが、批判的な意見に

左右されず本当のニーズを把握し、学校組織に生かしていくことが求められる。

本校の卒業生でも、海外で仕事をしていたり海外ボランティア等で活躍している生徒も

おり、世界に目を向けなくてはいけない時代であると感じる。海外へ行かなくても、将来

秋田や大館のインバウンドのために活躍する生徒もいるだろう。今の高校生がいずれ大人

になり、国際関係に関わる仕事に就いたとき、日韓や世界の架け橋になってくれると信じ

ている。本校の国際交流も、改善を図りながらコツコツ続けることがよりよい世界を築く

ことにつながるのだろう。本校の現状を前向きにとらえ、今回の研修で得たことを活用し

て今後の取り組みに生かしたい。
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